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NAHA   CCI NEWS 

広告

contents

同封されている
付録も
ご覧下さい●企業PR便のご案内

●企業年賀広告募集のご案内
●令和4年分 年末調整等説明会のご案内
●はじめてのデジタルマーケティング今すぐ始めるGoogle
●プロフィールの活用セミナー＆個別相談会のご案内
●インターネットマーケティングの活用のご案内
●専門家による無料個別相談会のご案内
●電子帳簿保存法セミナーのご案内
●経営分析セミナーのご案内
●インボイス制度対策セミナーのご案内
●スイーツフェアーのご案内
●若手リーダー養成研修（係長・主任向け）のご案内
●事業環境変化に関する経営相談窓口設置設置のご案内
●経営課題解決ツール「みらデジ」のご案内
●国立沖縄自然史博物館誘致シンポジウムのご案内
●格安HP制作・PCレンタルサービスのご案内
●九州・沖縄経営者塾【沖縄教室】のご案内
●県外・県内研修事業助成金のご案内
●複合機を定額でお得にのご案内
●経営に役立つ！ブランディングサミットのご案内
●法人所有コンドミニアムホテルのご提案
●製作費O円HP制作なら「First」のご案内
●生産性向上支援訓練のご案内（1）
●生産性向上支援訓練のご案内（2）
●経営改善計画策定支援事業のご案内

那覇商工会議所TOPICS

新型コロナに関する相談窓口・融資・補助金等のお知らせ

女性会だより「明星」

ハイサイ！ 那覇青年部

那覇商工会議所からのお知らせ

インボイス制度

知らなかったじゃ済まされない！？　電帳法と経理ＤＸ

沖縄科学技術大学院大学 OIST
OISTのスバンテ・ペーボ教授がノーベル賞を受賞

魅力あるラビリンスタウン
慶良間諸島　渡嘉敷島　あの時

おきみゅー（沖縄県立博物館・美術館）
美術館企画展「復帰50年 平良孝七展」

事務局日誌 / 今月の表紙

年賀企業広告募集のご案内

臨時議員総会を開催

台北市進出口商業同業公会(IEAT)と
MOUを締結

第１回：最近話題の「電帳法」「経理DX」ってなに？

沖縄と台湾の経済交流促進へ

臨時議員総会を開催
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令
和
４
年
度 

臨
時
議
員
総
会
を
開
催

臨時議員総会の様子臨時議員総会の様子臨時議員総会後の懇親会で開会挨拶をする石嶺会頭臨時議員総会後の懇親会で開会挨拶をする石嶺会頭

当選証書交付式の様子当選証書交付式の様子

石
嶺
会
頭
が
再
任
、新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

那覇商工会議所
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2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員

石　嶺　伝一郎
上　間　　　優
山　城　博　美
玉　城　徹　也
湯　淺　英　雄
末　吉　康　敏
石　川　正　一
仲宗根　　　斉
新　城　一　史
玉　城　義　昭
村　野　　　一
平　良　朝　敬
國　場　幸　伸
新　城　健太郎
古波津　　　昇
野　口　　　望
糸　数　剛　一
川　上　　　康
金　城　克　也
石　川　義　行
仲　西　　　聰
山　森　誠　司
與　儀　盛　輝
仲　本　善　政
知　念　克　明
仲　尾　　　理
名　幸　諄　子
我那覇　力　蔵
長　嶺　　　直
中　川　　　実
吉　野　宏　明
小橋川　朝　和
山　盛　博　文
東　　　良　和
喜屋武　　　裕
大　城　英　雄
幸　地　　　均
野　﨑　真　人
久　貝　博　康
神　村　絹　枝
北　谷　清　盛
比　嘉　盛　朋
仲　原　　　泉
安　里　政　晃

沖縄電力（株）
大同火災海上保険（株）
琉球海運（株）
（株）國場組
沖縄セルラー電話（株）
イオン琉球（株）
(学 ) 石川学園
（株）沖電工
（株）沖縄海邦銀行
（株）沖縄銀行
オリオンビール（株）
（株）かりゆし
ザ・テラスホテルズ（株）
（株）サンエー
拓南製鐵（株）
日本トランスオーシャン航空（株）
（株）リウボウインダストリー
（株）琉球銀行
（株）りゅうせき
ＦＲＴ（株）
（株）大城組
ＯＴＮｅｔ（株）
（株）オカノ
（株）おきぎんリース
沖電企業（株）
（株）沖縄エネテック
（株）沖縄学販
沖縄ガス（株）
（株）沖縄急送
沖縄ケーブルネットワーク（株）
沖縄サントリー（株）
沖縄セメント工業（株）
（株）沖縄ダイケン
沖縄ツーリスト（株）
(一財 ) 沖縄電気保安協会
（株）沖縄特電
沖縄ビル・メンテナンス（株）
（株）沖縄ファミリーマート
沖縄プラント工業（株）
沖縄ユアサ電池販売（株）
（株）北盛建設
（株）国建
國和設備工業（株）
社会福祉法人偕生会

令和4年度 臨時議員総会

相　　談　　役
相　　談　　役
相　　談　　役
代表取締役社長
特　別　顧　問
取 締 役 会 長
理　　事　　長
代表取締役社長
代表取締役頭取
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役頭取
代表取締役会長
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代表取締役社長
代表取締役社長
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代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
理　　事　　長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
理 　 事 　 長

11
月
１
日（
火
）、
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー 

b
y 

ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城 

首
里
の
間
に
て
、
那
覇
商
工
会
議
所 

臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

張本議員選挙副委員長による議員選挙選任報告張本議員選挙副委員長による議員選挙選任報告

臨時議員総会５つの議案
●
第
１
号
議
案
　
会
頭
選
任
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
　
副
会
頭
選
任
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案
　
専
務
理
事
選
任
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案
　
常
議
員
選
任
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案
　
監
事
選
任
に
つ
い
て
　

　
３
年
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
と
な
る
本
臨
時
議
員
総
会
で

は
、
会
に
先
立
ち
、
張
本 

ユ
リ
子 

議
員
選
挙
副
委
員
長
よ
り
、
９
月

15
日
（
木
）
に
１
号
２
号
議
員
協

議
会
を
開
催
し
19
名
の
３
号
議
員

を
選
任
、
９
月
29
日
（
木
）
〜
10

月
３
日
（
月
）
に
か
け
て
９
部
会

を
開
催
し
45
名
の
２
号
議
員
を
選

任
、
１
号
議
員
に
つ
い
て
は
、
立

候
補
者
数
が
定
数
と
同
数
と
な
り

無
投
票
で
66
名
が
当
選
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

１
３
０
名
の
議
員
の
皆
様
に
当
選

証
書
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
議
員
総
会
で
は
、
５
つ
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
会
頭
と
し
て 

石
嶺 

伝
一
郎 

氏【
沖
縄
電
力（
株
）

相
談
役
】
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
役
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
副
会
頭
に
は
上
間 

優 

氏
【
大

同
火
災
海
上
保
険（
株
）相
談
役
】、

山
城 

博
美 

氏
【
琉
球
海
運
（
株
）

相
談
役
】、
玉
城 

徹
也 

氏
【（
株
）

國
場
組 

代
表
取
締
役
社
長
】、
湯
淺 

英
雄 

氏
【
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話

（
株
）
特
別
顧
問
】
が
再
任
、
専

務
理
事
に
は
福
治 

嗣
夫 

氏
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
42
名
の
常
議
員
（※

次
頁
名
簿

参
照
）
と
、
監
事
に
は
新
垣 

淑
典 

氏
【
沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
）
代
表

取
締
役
社
長
】、鈴
木 

啓
子 

氏
【
鈴

木
啓
子
税
理
士
事
務
所 

代
表
者
】 

が
再
任
さ
れ
、
山
田 

義
見 

氏

【（
株
）
創
和
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン

ズ 
代
表
取
締
役
社
長
】
が
新
た
に

選
任
さ
れ
、
新
体
制
の
発
足
と
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
後
、
初
開
催
と
な
る
総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
那
覇

市
、
他
経
済
団
体
か
ら
来
賓
を
お

招
き
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
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2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員

石　嶺　伝一郎
上　間　　　優
山　城　博　美
玉　城　徹　也
湯　淺　英　雄
末　吉　康　敏
石　川　正　一
仲宗根　　　斉
新　城　一　史
玉　城　義　昭
村　野　　　一
平　良　朝　敬
國　場　幸　伸
新　城　健太郎
古波津　　　昇
野　口　　　望
糸　数　剛　一
川　上　　　康
金　城　克　也
石　川　義　行
仲　西　　　聰
山　森　誠　司
與　儀　盛　輝
仲　本　善　政
知　念　克　明
仲　尾　　　理
名　幸　諄　子
我那覇　力　蔵
長　嶺　　　直
中　川　　　実
吉　野　宏　明
小橋川　朝　和
山　盛　博　文
東　　　良　和
喜屋武　　　裕
大　城　英　雄
幸　地　　　均
野　﨑　真　人
久　貝　博　康
神　村　絹　枝
北　谷　清　盛
比　嘉　盛　朋
仲　原　　　泉
安　里　政　晃

沖縄電力（株）
大同火災海上保険（株）
琉球海運（株）
（株）國場組
沖縄セルラー電話（株）
イオン琉球（株）
(学 ) 石川学園
（株）沖電工
（株）沖縄海邦銀行
（株）沖縄銀行
オリオンビール（株）
（株）かりゆし
ザ・テラスホテルズ（株）
（株）サンエー
拓南製鐵（株）
日本トランスオーシャン航空（株）
（株）リウボウインダストリー
（株）琉球銀行
（株）りゅうせき
ＦＲＴ（株）
（株）大城組
ＯＴＮｅｔ（株）
（株）オカノ
（株）おきぎんリース
沖電企業（株）
（株）沖縄エネテック
（株）沖縄学販
沖縄ガス（株）
（株）沖縄急送
沖縄ケーブルネットワーク（株）
沖縄サントリー（株）
沖縄セメント工業（株）
（株）沖縄ダイケン
沖縄ツーリスト（株）
(一財 ) 沖縄電気保安協会
（株）沖縄特電
沖縄ビル・メンテナンス（株）
（株）沖縄ファミリーマート
沖縄プラント工業（株）
沖縄ユアサ電池販売（株）
（株）北盛建設
（株）国建
國和設備工業（株）
社会福祉法人偕生会

令和4年度 臨時議員総会

相　　談　　役
相　　談　　役
相　　談　　役
代表取締役社長
特　別　顧　問
取 締 役 会 長
理　　事　　長
代表取締役社長
代表取締役頭取
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役頭取
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
取　　締　　役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
理　　事　　長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
理 　 事 　 長

11
月
１
日（
火
）、
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー 

b
y 

ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城 

首
里
の
間
に
て
、
那
覇
商
工
会
議
所 

臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

張本議員選挙副委員長による議員選挙選任報告張本議員選挙副委員長による議員選挙選任報告

臨時議員総会５つの議案
●
第
１
号
議
案
　
会
頭
選
任
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
　
副
会
頭
選
任
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案
　
専
務
理
事
選
任
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案
　
常
議
員
選
任
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案
　
監
事
選
任
に
つ
い
て
　

　
３
年
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
と
な
る
本
臨
時
議
員
総
会
で

は
、
会
に
先
立
ち
、
張
本 

ユ
リ
子 

議
員
選
挙
副
委
員
長
よ
り
、
９
月

15
日
（
木
）
に
１
号
２
号
議
員
協

議
会
を
開
催
し
19
名
の
３
号
議
員

を
選
任
、
９
月
29
日
（
木
）
〜
10

月
３
日
（
月
）
に
か
け
て
９
部
会

を
開
催
し
45
名
の
２
号
議
員
を
選

任
、
１
号
議
員
に
つ
い
て
は
、
立

候
補
者
数
が
定
数
と
同
数
と
な
り

無
投
票
で
66
名
が
当
選
し
た
こ
と

を
報
告
し
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

１
３
０
名
の
議
員
の
皆
様
に
当
選

証
書
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
議
員
総
会
で
は
、
５
つ
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
会
頭
と
し
て 

石
嶺 

伝
一
郎 

氏【
沖
縄
電
力（
株
）

相
談
役
】
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
役
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
副
会
頭
に
は
上
間 

優 

氏
【
大

同
火
災
海
上
保
険（
株
）相
談
役
】、

山
城 

博
美 

氏
【
琉
球
海
運
（
株
）

相
談
役
】、
玉
城 

徹
也 

氏
【（
株
）

國
場
組 

代
表
取
締
役
社
長
】、
湯
淺 

英
雄 

氏
【
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話

（
株
）
特
別
顧
問
】
が
再
任
、
専

務
理
事
に
は
福
治 

嗣
夫 

氏
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
42
名
の
常
議
員
（※

次
頁
名
簿

参
照
）
と
、
監
事
に
は
新
垣 

淑
典 

氏
【
沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
）
代
表

取
締
役
社
長
】、鈴
木 

啓
子 

氏
【
鈴

木
啓
子
税
理
士
事
務
所 

代
表
者
】 

が
再
任
さ
れ
、
山
田 

義
見 

氏

【（
株
）
創
和
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン

ズ 

代
表
取
締
役
社
長
】
が
新
た
に

選
任
さ
れ
、
新
体
制
の
発
足
と
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
後
、
初
開
催
と
な
る
総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
那
覇

市
、
他
経
済
団
体
か
ら
来
賓
を
お

招
き
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
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議員役職名議員号数 代 表 者 役 職 権 利 行 使 者事　業　所　名

那覇商工会議所　新役員・議員名簿 任期：令和4年11月1日〜令和7年10月31日

議員役職名議員号数 代 表 者 役 職 権 利 行 使 者事　業　所　名

那覇商工会議所　新役員・議員名簿 任期：令和4年11月1日〜令和7年10月31日

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130

常議員

監　事

常議員

監　事

常議員

常議員

1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員

上江洲　智　一
島　袋　昭　彦
桃　原　敏　夫
大　城　眞　徳
友　寄　隆　文
前　原　信　純
仲　地　良　彰
野　崎　真　光
黒　島　一　洋
森　山　真　也
座間味　　　勲
新　垣　昌　人
宮　城　　　匠
渕　辺　美　紀
杉　本　健　次
谷　村　勝　己
平　良　あき子
上　原　周　夫
鈴　木　啓　子
井　口　　　郁
迫　　　幸　治
名　嘉　義　明
山　田　義　見
添　石　幸　伸
崎　山　嗣　峰
玉　城　信　六
比　嘉　幸　宏
三　蔵　　　聡
高　倉　直　久
東恩納　　　惟
金　城　　　稔
山　里　泰　彦
島　袋　久　哉
清　川　勝　朗
白　石　武　博
城　間　雅　啓
宮　城　哲　人
与世田　兼　稔
喜久里　　　忍
上　原　啓　司
平　良　勝　政
平　岡　　　孝
玉　城　祐　一

久米島製糖（株）
（株）久米島の久米仙
久米商船（株）
（学）ＫＢＣ学園
（株）恵和興産
（株）コービック
（株）国際ビル産業
國和建設（株）
先嶋建設（株）
ザ･ホテリエ･グループﾟ那覇（株） 沖縄ハーバービューホテル
（株）ざまみダンボール
（株）サンテック開発
司法書士法人匠事務所
（株）ジェイシーシー
（株）ＪＴＢ沖縄
（株）ジャンボツアーズ
人財パワー（株）
新中糖産業（株）
鈴木啓子税理士事務所
セコム琉球（株）
全保連（株）
（株）総合葬祭那覇
（株）創和ビジネス・マシンズ
税理士法人添石綜合会計事務所
（株）大亜
（株）東洋設備
（株）那覇電工
南西流通サービス（株）
（株）パームロイヤル
（株）東恩納組
光電気工事（株）
（株）ブレーン沖縄
（株）プログレッシブエナジー
ポーたま（株）
（株）ホット沖縄総合研究所
（株）みなと食品沖縄
（株）宮昌工業
弁護士法人与世田綜合法律事務所
琉球セメント（株）
（株）琉球ネットワークサービス
琉球物流（株）
（株）りゅうぎんディーシー
（株）りゅうせきケアプロ

取 締 役 会 長
取 締 役 専 務
会 長
学 園 長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
総 支 配 人
代表取締役会長
専 務 取 締 役
代表司法書士
代表取締役会長
代表取締役 社長執行役員
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代 表 者
代表取締役社長
代 表 取 締 役
取締役副会長
代表取締役社長
代 表 税 理 士
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役総支配人
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
弁 護 士
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87

常議員

常議員
常議員

常議員
常議員
常議員

常議員
常議員

常議員

常議員

常議員
常議員

監　事

2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
2号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員

白　石　武　之
佐久本　　　学
国　吉　　　修
新　垣　哲　雄
安　里　昌　利
小　川　吾　吉
花　城　清　一
國　場　幸　也
前　里　健　一
真栄田　一　郎
根　本　有二郎
比　嘉　盛　徳
与那覇　正　俊
張　本　ユリ子
東　江　和　志
砂　川　恵史朗
中　川　通　男
山　城　初　美
上運天　　　清
尚　　　　　論
識　名　朝　哉
松　田　雅　博
新　垣　旬　子
具志堅　興　一
仲　田　憲　仁
山　城　誠　司
渡慶次　道　昌
岸　本　政　善
糸　満　　　均
富　永　　　進
山　城　邦　夫
仲　里　武　思
比　嘉　正　市
与那嶺　惠　伸
知　念　　　実
宮　里　幸　雄
成　底　勇　人
竹　内　一　郎
當　野　正　樹
新　垣　昌　明
野　原　朝　昌
新　垣　淑　典
桃　原　清一郎

（株）白石
瑞泉酒造（株）
（株）大米建設
ティーアールエム（株）
那覇空港ビルディング（株）
那覇バス（株）
（株）鉢嶺本店
富士フイルムＢＩ沖縄（株）
（株）まえさと
マエダ電気工事（株）
マルヰ産業（株）
（株）マルゼン
丸正印刷（株）
（株）萬裕商事
ムーンホテルズアンドリゾーツ（株）
（資）八汐港運
（株）琉球リース
（株）りゅうせきビジネスサービス
（株）りゅうせきフロントライン
（株）りゅうせきライフサポート
（株）アカネクリエーション
アクサ生命保険（株） 沖縄支社
（株）新垣通商
（有）浦添電材
エールクリエイト（株）
（株）エスネット
（株）エヌ・ティ・ディ
（株）エヌ・テック・システムズ
（株）ＯＴＫ
（株）おきさん
（株）沖設備
沖電開発（株）
沖電グローバルシステムズ（株）
沖縄アンホ（株）
（株）沖縄建材
（資）沖縄実業
沖縄新エネ開発（株）
沖縄製粉（株）
沖縄設計サービス（株）
沖縄電機工業（株）
沖縄トヨタ自動車（株）
沖縄ビル管理（株）
（株）がんじゅう

代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
理 事
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役会長兼社長
取 締 役 会 長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役会長
取 締 役 会 長
代表取締役社長
代 表 社 員
代表取締役社長
取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
支 社 長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 社 員
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役

令和4年度 臨時議員総会
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議員役職名議員号数 代 表 者 役 職 権 利 行 使 者事　業　所　名

那覇商工会議所　新役員・議員名簿 任期：令和4年11月1日〜令和7年10月31日

議員役職名議員号数 代 表 者 役 職 権 利 行 使 者事　業　所　名

那覇商工会議所　新役員・議員名簿 任期：令和4年11月1日〜令和7年10月31日

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
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1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員

上江洲　智　一
島　袋　昭　彦
桃　原　敏　夫
大　城　眞　徳
友　寄　隆　文
前　原　信　純
仲　地　良　彰
野　崎　真　光
黒　島　一　洋
森　山　真　也
座間味　　　勲
新　垣　昌　人
宮　城　　　匠
渕　辺　美　紀
杉　本　健　次
谷　村　勝　己
平　良　あき子
上　原　周　夫
鈴　木　啓　子
井　口　　　郁
迫　　　幸　治
名　嘉　義　明
山　田　義　見
添　石　幸　伸
崎　山　嗣　峰
玉　城　信　六
比　嘉　幸　宏
三　蔵　　　聡
高　倉　直　久
東恩納　　　惟
金　城　　　稔
山　里　泰　彦
島　袋　久　哉
清　川　勝　朗
白　石　武　博
城　間　雅　啓
宮　城　哲　人
与世田　兼　稔
喜久里　　　忍
上　原　啓　司
平　良　勝　政
平　岡　　　孝
玉　城　祐　一

久米島製糖（株）
（株）久米島の久米仙
久米商船（株）
（学）ＫＢＣ学園
（株）恵和興産
（株）コービック
（株）国際ビル産業
國和建設（株）
先嶋建設（株）
ザ･ホテリエ･グループﾟ那覇（株） 沖縄ハーバービューホテル
（株）ざまみダンボール
（株）サンテック開発
司法書士法人匠事務所
（株）ジェイシーシー
（株）ＪＴＢ沖縄
（株）ジャンボツアーズ
人財パワー（株）
新中糖産業（株）
鈴木啓子税理士事務所
セコム琉球（株）
全保連（株）
（株）総合葬祭那覇
（株）創和ビジネス・マシンズ
税理士法人添石綜合会計事務所
（株）大亜
（株）東洋設備
（株）那覇電工
南西流通サービス（株）
（株）パームロイヤル
（株）東恩納組
光電気工事（株）
（株）ブレーン沖縄
（株）プログレッシブエナジー
ポーたま（株）
（株）ホット沖縄総合研究所
（株）みなと食品沖縄
（株）宮昌工業
弁護士法人与世田綜合法律事務所
琉球セメント（株）
（株）琉球ネットワークサービス
琉球物流（株）
（株）りゅうぎんディーシー
（株）りゅうせきケアプロ

取 締 役 会 長
取 締 役 専 務
会 長
学 園 長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
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代 表 取 締 役
総 支 配 人
代表取締役会長
専 務 取 締 役
代表司法書士
代表取締役会長
代表取締役 社長執行役員
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代 表 者
代表取締役社長
代 表 取 締 役
取締役副会長
代表取締役社長
代 表 税 理 士
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役総支配人
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
弁 護 士
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
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常議員

常議員
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監　事
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1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員
1号議員

白　石　武　之
佐久本　　　学
国　吉　　　修
新　垣　哲　雄
安　里　昌　利
小　川　吾　吉
花　城　清　一
國　場　幸　也
前　里　健　一
真栄田　一　郎
根　本　有二郎
比　嘉　盛　徳
与那覇　正　俊
張　本　ユリ子
東　江　和　志
砂　川　恵史朗
中　川　通　男
山　城　初　美
上運天　　　清
尚　　　　　論
識　名　朝　哉
松　田　雅　博
新　垣　旬　子
具志堅　興　一
仲　田　憲　仁
山　城　誠　司
渡慶次　道　昌
岸　本　政　善
糸　満　　　均
富　永　　　進
山　城　邦　夫
仲　里　武　思
比　嘉　正　市
与那嶺　惠　伸
知　念　　　実
宮　里　幸　雄
成　底　勇　人
竹　内　一　郎
當　野　正　樹
新　垣　昌　明
野　原　朝　昌
新　垣　淑　典
桃　原　清一郎

（株）白石
瑞泉酒造（株）
（株）大米建設
ティーアールエム（株）
那覇空港ビルディング（株）
那覇バス（株）
（株）鉢嶺本店
富士フイルムＢＩ沖縄（株）
（株）まえさと
マエダ電気工事（株）
マルヰ産業（株）
（株）マルゼン
丸正印刷（株）
（株）萬裕商事
ムーンホテルズアンドリゾーツ（株）
（資）八汐港運
（株）琉球リース
（株）りゅうせきビジネスサービス
（株）りゅうせきフロントライン
（株）りゅうせきライフサポート
（株）アカネクリエーション
アクサ生命保険（株） 沖縄支社
（株）新垣通商
（有）浦添電材
エールクリエイト（株）
（株）エスネット
（株）エヌ・ティ・ディ
（株）エヌ・テック・システムズ
（株）ＯＴＫ
（株）おきさん
（株）沖設備
沖電開発（株）
沖電グローバルシステムズ（株）
沖縄アンホ（株）
（株）沖縄建材
（資）沖縄実業
沖縄新エネ開発（株）
沖縄製粉（株）
沖縄設計サービス（株）
沖縄電機工業（株）
沖縄トヨタ自動車（株）
沖縄ビル管理（株）
（株）がんじゅう

代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
理 事
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役会長兼社長
取 締 役 会 長
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役会長
代表取締役会長
取 締 役 会 長
代表取締役社長
代 表 社 員
代表取締役社長
取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
支 社 長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役
代 表 社 員
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
代 表 取 締 役

令和4年度 臨時議員総会
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　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

■周辺環境との関係イメージ

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

完成イメージ（北東方面から）
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　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

■周辺環境との関係イメージ

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

完成イメージ（北東方面から）
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ハラスメント対策セミナー　講師 冨永剛生氏

　
初
め
に
講
師
の
冨
永
剛
生
氏
は
世
の
中
に
は
様
々
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ

ハ
ラ
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ

参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次
に
企
業
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
、
相
手
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
説

明
し
、
最
後
に
「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
実
践
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。」
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
は
、
大
変
参
考
に
な
り
、
会
社

で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
た
い
と
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

水/10 1210
月
12
日（
水
）三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
と
共
催

に
て「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
開
催
し
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
や
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
、

イ
キ
イ
キ
し
た
職
場
を
つ
く
る

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

10
月
12
日（
水
）沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、商

品
の「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
」と
商
品
を
守
る

「
商
標
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
D
X
に
よ
る
売
上
・
付
加
価
値
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
デ

ジ
タ
ル
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
い
ろ
は
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
１
回
目
、
２
回
目
と
続
け
て
き
ま
し
た
D
X

セ
ミ
ナ
ー
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
付
加
価
値
向
上
策
と
し
て
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
選
定
・
導
入
に
つ
い
て

ご
講
話
頂
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
で
で
き
る
４
つ
の
業
務
変
化
と
し
て
、

①
自
動
化
・
省
力
化
す
る
　
　
②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る

③
可
視
化
す
る
　
　
　
　
　
　
④
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
付
加
価
値
向

上
に
繋
げ
る
事
が
出

来
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
導
入
手
順
と
し

て
、
課
題
の
明
確
化

と
重
要
度
、
実
現
計

画
を
立
て
る
、
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
調
査

す
る
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
検
証
し
、
導
入

す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お

話
頂
き
ま
し
た
。

木/10 6

　
講
師
に
は
、
パ
パ
ラ

ギ
の
中
村
美
樹
氏
と

I
N
P
I
T
沖
縄
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
の
宮

川
準
氏
を
招
き
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
、
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
村

氏
は
、
様
々
な
地
域
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
例

や
実
際
の
商
品
を
陳
列

し
見
せ
な
が
ら
、
受
講

者
の
考
え
方
を
引
き
出

し
な
が
ら
、
分
か
り
や

す
く
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。宮
川
氏
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
商
標
に

つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
又
、
国

内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
外
国
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
商
標
の
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。

水/10 12

受付をお手伝いしてくれました小禄高校インターンシップの学生

IEATとの記念撮影 中琉文化経済協会との記念撮影

台日商務交流協進會との記念撮影

出発式の様子

　
10
月
６
日（
木
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
結
の
街
に
て

　
D
X
セ
ミ
ナ
ー
第
３
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
こ
と
に

意
味
は
な
い
。

現
場
と
日
常
を
変
え
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
。

売
り
で
作
る
！

売
り
で
遊
ぶ
！

講師のパパラギ中村美樹氏講師のINPIT宮川準氏

沖
縄
と
台
湾
の
経
済
交
流
促
進
へ

那
覇
商
工
会
議
所
と
台
北
市
進
出
口
商
業
同
業
公
会（
I
E
A
T
）

が
M
O
U
を
締
結
。チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
就
航
再
開
第
一
便
に
て

経
済
交
流
訪
問
団
が
訪
台

那覇商工会議所 石嶺 伝一郎 会頭(前席左)とIEAT 黄 教漳 理事長(前席右)が経済交流促進の覚書を締結。
見届人は後列左より、沖縄県産業振興公社 台北事務所 上江洲 辰徳 所長、那覇商工会議所 國場 幸一 前会頭、IEAT 林 宏銘 副理
事長、日本台湾交流協会 服部 崇 副代表、沖縄県工業連合会 古波津 昇 会長、IEAT 楊 炯浩 常務理事、IEAT 黄 文榮 事務局長

　
那
覇
商
工
会
議
所
（
石
嶺 

伝
一
郎 

会

頭
）
は
、
台
湾
最
大
規
模
の
貿
易
関
連
経

済
団
体
で
あ
る
、
台
北
市
進
出
口
商
業
同

業
公
会
（
黄 

教
漳 

理
事
長
）
と
経
済
交
流

促
進
に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
台
北
市
内
で
実
施
さ
れ
た
調
印
式
に

は
、「
沖
縄
・
台
湾 

経
済
交
流
訪
問
団
」

と
し
て
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
の
那
覇

＿
台
北
路
線
の
約
２
年
７
ヶ
月
ぶ
り
の
就

航
再
開
に
伴
い
、そ
の
第
一
便
で
訪
台
し
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
途
絶
え
て
い
た
沖
縄
と

台
湾
の
経
済
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
、
那
覇
商
工
会
議
所
を
含

む
、
県
内
主
要
経
済
団
体
の
代
表
約
30
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
黄
理
事
長
は
、「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
お
客

様
を
迎
え
て
の
調
印
式
は
、
I
E
A
T
の

75
年
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
で
あ
り
、
お

互
い
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
る
よ

う
、
経
済
交
流
に
限
ら
ず
観
光
や
教
育
、

文
化
な
ど
で
も
協
力
を
発
展
さ
せ
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
石
嶺
会
頭
か
ら
は
「
沖
縄
は
日
本
で
一

番
台
湾
に
近
く
、
古
く
か
ら
経
済
や
文
化

交
流
を
し
て
き
た
。
双
方
の
会
員
企
業
が

様
々
な
産
業
分
野
で
協
力
と
発
展
を
促
進

す
る
た
め
の
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
開
か

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
回
の
締
結
で

協
力
関
係
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
M
O
U
で
は
、
相
互
の
貿
易
や
投
資
、

市
場
情
報
を
交
換
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

向
上
に
む
け
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
し
、
今
後
は
国
際
見
本
市
や
商
談
会
、

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
双
方
向
の
参
加
支
援
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
問
団
は
、
日
台
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
促
進
に
努
め
ら
れ
て
い
る
「
台
日

商
務
交
流
協
進
會
」
や
台
湾
外
交
部
の
所

管
組
織
で
あ
る
「
台
湾
日
本
関
係
協
會
」、

台
湾
（
中
華
民
国
）
と
沖
縄
（
琉
球
）
の

文
化
、
経
済
交
流
促
進
団
体
で
あ
る
「
中

琉
文
化
経
済
協
會
」
を
訪
問
し
、
沖
縄
と

台
湾
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

2����TOPICS那覇商工会議所



TOPICS那覇商工会議所

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

No.834NAHA CCI NEWS09 NAHA CCI NEWS No.834 08

ハラスメント対策セミナー　講師 冨永剛生氏

　
初
め
に
講
師
の
冨
永
剛
生
氏
は
世
の
中
に
は
様
々
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ

ハ
ラ
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ

参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次
に
企
業
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
、
相
手
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
説

明
し
、
最
後
に
「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
実
践
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。」
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
は
、
大
変
参
考
に
な
り
、
会
社

で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
た
い
と
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

水/10 1210
月
12
日（
水
）三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
と
共
催

に
て「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
開
催
し
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
や
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
、

イ
キ
イ
キ
し
た
職
場
を
つ
く
る

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

10
月
12
日（
水
）沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、商

品
の「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
」と
商
品
を
守
る

「
商
標
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
D
X
に
よ
る
売
上
・
付
加
価
値
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
デ

ジ
タ
ル
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
い
ろ
は
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
１
回
目
、
２
回
目
と
続
け
て
き
ま
し
た
D
X

セ
ミ
ナ
ー
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
付
加
価
値
向
上
策
と
し
て
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
選
定
・
導
入
に
つ
い
て

ご
講
話
頂
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
で
で
き
る
４
つ
の
業
務
変
化
と
し
て
、

①
自
動
化
・
省
力
化
す
る
　
　
②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る

③
可
視
化
す
る
　
　
　
　
　
　
④
見
え
る
化
す
る

こ
と
で
付
加
価
値
向

上
に
繋
げ
る
事
が
出

来
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
導
入
手
順
と
し

て
、
課
題
の
明
確
化

と
重
要
度
、
実
現
計

画
を
立
て
る
、
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
調
査

す
る
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
検
証
し
、
導
入

す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お

話
頂
き
ま
し
た
。

木/10 6

　
講
師
に
は
、
パ
パ
ラ

ギ
の
中
村
美
樹
氏
と

I
N
P
I
T
沖
縄
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
の
宮

川
準
氏
を
招
き
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
、
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
村

氏
は
、
様
々
な
地
域
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
例

や
実
際
の
商
品
を
陳
列

し
見
せ
な
が
ら
、
受
講

者
の
考
え
方
を
引
き
出

し
な
が
ら
、
分
か
り
や

す
く
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。宮
川
氏
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
商
標
に

つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
又
、
国

内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
外
国
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
商
標
の
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。

水/10 12

受付をお手伝いしてくれました小禄高校インターンシップの学生

IEATとの記念撮影 中琉文化経済協会との記念撮影

台日商務交流協進會との記念撮影

出発式の様子

　
10
月
６
日（
木
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
結
の
街
に
て

　
D
X
セ
ミ
ナ
ー
第
３
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
こ
と
に

意
味
は
な
い
。

現
場
と
日
常
を
変
え
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
。

売
り
で
作
る
！

売
り
で
遊
ぶ
！

講師のパパラギ中村美樹氏講師のINPIT宮川準氏

沖
縄
と
台
湾
の
経
済
交
流
促
進
へ

那
覇
商
工
会
議
所
と
台
北
市
進
出
口
商
業
同
業
公
会（
I
E
A
T
）

が
M
O
U
を
締
結
。チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
就
航
再
開
第
一
便
に
て

経
済
交
流
訪
問
団
が
訪
台

那覇商工会議所 石嶺 伝一郎 会頭(前席左)とIEAT 黄 教漳 理事長(前席右)が経済交流促進の覚書を締結。
見届人は後列左より、沖縄県産業振興公社 台北事務所 上江洲 辰徳 所長、那覇商工会議所 國場 幸一 前会頭、IEAT 林 宏銘 副理
事長、日本台湾交流協会 服部 崇 副代表、沖縄県工業連合会 古波津 昇 会長、IEAT 楊 炯浩 常務理事、IEAT 黄 文榮 事務局長

　
那
覇
商
工
会
議
所
（
石
嶺 

伝
一
郎 

会

頭
）
は
、
台
湾
最
大
規
模
の
貿
易
関
連
経

済
団
体
で
あ
る
、
台
北
市
進
出
口
商
業
同

業
公
会
（
黄 

教
漳 

理
事
長
）
と
経
済
交
流

促
進
に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
台
北
市
内
で
実
施
さ
れ
た
調
印
式
に

は
、「
沖
縄
・
台
湾 

経
済
交
流
訪
問
団
」

と
し
て
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
の
那
覇

＿
台
北
路
線
の
約
２
年
７
ヶ
月
ぶ
り
の
就

航
再
開
に
伴
い
、そ
の
第
一
便
で
訪
台
し
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
途
絶
え
て
い
た
沖
縄
と

台
湾
の
経
済
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
、
那
覇
商
工
会
議
所
を
含

む
、
県
内
主
要
経
済
団
体
の
代
表
約
30
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
黄
理
事
長
は
、「
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
お
客

様
を
迎
え
て
の
調
印
式
は
、
I
E
A
T
の

75
年
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
で
あ
り
、
お

互
い
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
る
よ

う
、
経
済
交
流
に
限
ら
ず
観
光
や
教
育
、

文
化
な
ど
で
も
協
力
を
発
展
さ
せ
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
石
嶺
会
頭
か
ら
は
「
沖
縄
は
日
本
で
一

番
台
湾
に
近
く
、
古
く
か
ら
経
済
や
文
化

交
流
を
し
て
き
た
。
双
方
の
会
員
企
業
が

様
々
な
産
業
分
野
で
協
力
と
発
展
を
促
進

す
る
た
め
の
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
開
か

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
回
の
締
結
で

協
力
関
係
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
M
O
U
で
は
、
相
互
の
貿
易
や
投
資
、

市
場
情
報
を
交
換
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

向
上
に
む
け
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
し
、
今
後
は
国
際
見
本
市
や
商
談
会
、

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
双
方
向
の
参
加
支
援
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
問
団
は
、
日
台
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
促
進
に
努
め
ら
れ
て
い
る
「
台
日

商
務
交
流
協
進
會
」
や
台
湾
外
交
部
の
所

管
組
織
で
あ
る
「
台
湾
日
本
関
係
協
會
」、

台
湾
（
中
華
民
国
）
と
沖
縄
（
琉
球
）
の

文
化
、
経
済
交
流
促
進
団
体
で
あ
る
「
中

琉
文
化
経
済
協
會
」
を
訪
問
し
、
沖
縄
と

台
湾
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

2����TOPICS那覇商工会議所
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デジタル化基盤導入枠
デジタル化基盤導入類型

通常枠

補助額
30万円
～

150万円
未満

150万円
～

450万円
以下

5万円
～

50万円
以下

会計・受発注・
決済・ECソフト

PC・
タブレット等

レジ・
券売機等

50万円超
～

350万円

5万円
～

100万円～10万円 ～20万円

1/2以内1/2以内 1/23/4以内 2/3以内補助率

補助対
象経費

ソフトウェア購入費、
クラウド利用料（最大1年分）、
導入関連費

サイバーセキュリティ
サービス利用料
（最大2年分）

ソフトウェア購入費、クラウド利用料（最大2年分）、
導入関連費、ハードウェア購入費

A類型 B類型
セキュリティ
対策推進枠

※ 補助金の詳細についてはIT導入補助金の公式ホームページをご参照ください。

補助上限

補  助  率

100万円～
4,000万円

100万円～
2,000万円

8,000万円～
1億円

100万円～
6,000万円

100万円～
1.5億円(※)

通常枠 緊急対策枠グリーン
成長枠

回復・再生応援枠
最低賃金枠類　型

従業員数 20人以下 21名～50人 51名～100人 101人以上101人以上 5人以下 6名～20人 21人以上 51人以上

大規模賃金
引上枠

100万円～
8,000万円

100万円～
500万円

100万円～
1,000万円

100万円～
1,500万円

5人以下 6人～20人 21人～50人

100万円～
1,000万円

100万円～
2,000万円

100万円～
3,000万円

100万円～
4,000万円

ー

中小企業 2/3（6,000万円超は1/2）
中堅企業 1/2（4,000万円超は1/3）

中小企業 3/4
中堅企業 2/3

中小企業 1/2
中堅企業 1/3

(※)中小企業者：100万円～1億円　　中堅企業：100万円～1.5億円
(※1)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は２／３）
(※2)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は１／２）

中小企業等 3/4（※１）
中堅企業等 2/3（※２）

自社の課題やニーズに合った
IT ツールを導入する経費の一部を補助する制度です。

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編に取り組む
事業者を支援する制度です。

事業再構築補助金

☎

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
中小・小規模事業者、個人事業主向け のご案内支援制度

那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報をもとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%※R4.10月時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

IT導入補助金
☎

サービス等生産性向上
IT導入支援事業
コールセンター
0570-666-424

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

☎0570-012-088

事業再構築補助金
コールセンター

1/2（２/３） ２/３ ２/３ ２/３ 1/2（２/３）

一　般　型

補助上限

補  助  率

1,000万円～
2,000万円（※）750万円～1,250万円（※） 3,000万円

通常枠 回復型賃上げ・
雇用拡大枠

デジタル枠 グリーン枠
グローバル
展開型類　　型

(※)従業員規模により補助上限の金額が異なります。補助率欄、（　）内は、小規模事業者の場合。

☎

ものづくり補助金 ものづくり補助金
沖縄県地域事務局
098-864-0080製品・サービス・試作品開発、生産プロセスの改善等に必要な

設備投資を支援する制度です。

補助金

※その他にも要件があります。

補助金
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デジタル化基盤導入枠
デジタル化基盤導入類型

通常枠

補助額
30万円
～

150万円
未満

150万円
～

450万円
以下

5万円
～

50万円
以下

会計・受発注・
決済・ECソフト

PC・
タブレット等

レジ・
券売機等

50万円超
～

350万円

5万円
～

100万円～10万円 ～20万円

1/2以内1/2以内 1/23/4以内 2/3以内補助率

補助対
象経費

ソフトウェア購入費、
クラウド利用料（最大1年分）、
導入関連費

サイバーセキュリティ
サービス利用料
（最大2年分）

ソフトウェア購入費、クラウド利用料（最大2年分）、
導入関連費、ハードウェア購入費

A類型 B類型
セキュリティ
対策推進枠

※ 補助金の詳細についてはIT導入補助金の公式ホームページをご参照ください。

補助上限

補  助  率

100万円～
4,000万円

100万円～
2,000万円

8,000万円～
1億円

100万円～
6,000万円

100万円～
1.5億円(※)

通常枠 緊急対策枠グリーン
成長枠

回復・再生応援枠
最低賃金枠類　型

従業員数 20人以下 21名～50人 51名～100人 101人以上101人以上 5人以下 6名～20人 21人以上 51人以上

大規模賃金
引上枠

100万円～
8,000万円

100万円～
500万円

100万円～
1,000万円

100万円～
1,500万円

5人以下 6人～20人 21人～50人

100万円～
1,000万円

100万円～
2,000万円

100万円～
3,000万円

100万円～
4,000万円

ー

中小企業 2/3（6,000万円超は1/2）
中堅企業 1/2（4,000万円超は1/3）

中小企業 3/4
中堅企業 2/3

中小企業 1/2
中堅企業 1/3

(※)中小企業者：100万円～1億円　　中堅企業：100万円～1.5億円
(※1)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は２／３）
(※2)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は１／２）

中小企業等 3/4（※１）
中堅企業等 2/3（※２）

自社の課題やニーズに合った
IT ツールを導入する経費の一部を補助する制度です。

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編に取り組む
事業者を支援する制度です。

事業再構築補助金

☎

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
中小・小規模事業者、個人事業主向け のご案内支援制度

那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報をもとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%※R4.10月時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

IT導入補助金
☎

サービス等生産性向上
IT導入支援事業
コールセンター
0570-666-424

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

☎0570-012-088

事業再構築補助金
コールセンター

1/2（２/３） ２/３ ２/３ ２/３ 1/2（２/３）

一　般　型

補助上限

補  助  率

1,000万円～
2,000万円（※）750万円～1,250万円（※） 3,000万円

通常枠 回復型賃上げ・
雇用拡大枠

デジタル枠 グリーン枠
グローバル
展開型類　　型

(※)従業員規模により補助上限の金額が異なります。補助率欄、（　）内は、小規模事業者の場合。

☎

ものづくり補助金 ものづくり補助金
沖縄県地域事務局
098-864-0080製品・サービス・試作品開発、生産プロセスの改善等に必要な

設備投資を支援する制度です。

補助金

※その他にも要件があります。

補助金
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那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

十
月
定
例
会
を
開
催

令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）十
二
時
よ
り
沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

八
汐
荘
に
て
那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
十
月
定
例
会
を
開
催
し
、23
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
1

2
2

345

報
告
事
項

十
一
月
・
十
二
月
の
予
定

12

34

「
ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
」
チ
ケ
ッ

ト
販
売
状
況
に
つ
い
て

販
売
数
１
４
４
枚

28
万
８
千
円
の
入
金
あ
り
。

　
顧
問
・
理
事
・
会
員
に
チ
ケ
ッ
ト
を

郵
送
済
。確
認
と
チ
ケ
ッ
ト
販
売
へ
の

協
力
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

　
物
産
展
の
出
店
申
込
み
状
況
に
つ
い

て
、
上
原
初
枝
副
会
長
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、募
集
店
舗
数
８
店
舗
に
対
し
、

５
店
舗
の
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。引
き

続
き
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
募
集
を
致

し
ま
す
。

　
物
産
展
で
は
、
会
員
事
業
所
の
チ
ラ

シ
や
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な
ど
を
お
く
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置
を
す
る
こ
と
を
、
理

事
会
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る
和
食
の
基
本

マ
ナ
ー
講
座（
仮
）の
開
催
に
つ
い
て

日
　
時
：
令
和
五
年
一
月
〜
二
月

　
　
　
　
時
間
・
日
付
調
整
中

場
　
所
：
市
内
ホ
テ
ル（
調
整
中
）

参
加
費
：
二
千
円（
差
額
女
性
会
負
担
）

内
　
容
：
会
席
料
理
を
食
し
な
が
ら
、
和

　
　
　
　
食
の
基
本
的
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
。

講
　
師
：
上
間
弘
子
氏（
理
事
）

　
　
　
　（
有
）い
ろ
は
会
代
表

※

今
回
の
理
事
会
で
開
催
に
つ
い
て
承
認

　
頂
き
ま
し
た
。

第
五
十
四
回
全
国
女
性
会
連
合
会
総
会

（
福
島
大
会
）の
視
察
研
修
に
つ
い
て

開
催
日
：
令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）〜

　
　
　
　
九
日（
日
）

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
上
原
玲
子
副
会
長

よ
り
、参
加
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

会
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て

デ
ー
タ
を
確
認
の
上
、
早
め
に
返
送
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

※

63
名
中
18
名
提
出
済

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業（
県
連
）に
つ
い
て

日
　
時
：
令
和
五
年
一
月
後
半

時
　
間
：
十
四
時
〜
十
六
時

場
　
所
：
調
整
中

参
加
費
：
無
料

講
　
師
：
玉
城
絵
美
氏

　
　
　
　（
経
営
者
・
博
士
・
琉
大
教
授
）

テ
ー
マ
：
女
性
経
営
者
が
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
　
と
そ
の
取
り
組
み（
仮
）

※

決
定
次
第
、会
員
へ
ご
案
内
致
し
ま
す
。

会
員
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

た
き
も
の
や
薫
る
風
　
西
田
様

那
覇
商
工
会
議
所
会
報
誌
に
お
け
る
会
員

Ｐ
Ｒ
掲
示
板
の
募
集
に
つ
い
て

無
料
掲
載
を
説
明
し
ま
し
た
。

担
　
当
：
企
画
業
務
部

九
月
新
会
員
紹
介

会
員
名
：
柯
彬（
カ
ヒ
ン
）様

　
日
本
亜
健
康
研
究
所（
株
）代
表

十
月
理
事
会
に
お
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
以
上
、
理
事
会
で
の
決
定
事
項
に
つ
い
て

報
告
を
致
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、市
内
ホ
テ
ル
五
開
場
で
同
時
開

催
す
る
懇
親
会
が
あ
り
、羽
田
空
港
か
ら
バ
ス

移
動
を
経
て
、参
加
し
ま
し
た
。

　
趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興
を
楽
し
み
な
が
ら

福
島
の
地
元
料
理
等
を
満
喫
し
、他
県
の
会
議

所
と
懇
親
を
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、会
場
で
あ
る
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
に
向
か
い
、本
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。全
国
の
４
３
５
女
性
会
か
ら
１
４
７
２
名

が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、特
別
功
労
者
と
し
て
渕
辺
美

紀
顧
問
、組
織
強
化（
会
員
増
強
）と
し
て
沖
縄

商
工
会
議
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
後
に
は
、記
念
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。講
師
は
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
小

泉
武
夫
氏
に
よ
る
「
発
酵
食
品
は
女
性
を
美
し

く
す
る
」
テ
ー
マ
で
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
泉
氏
が
、
お
薦
め
す
る
最
も
効
果
的
な
発

酵
食
品
を
含
ん
だ
料
理
と
し
て
、
中
仙
道
の
宿

屋
で
提
供
し
て
い
た
ス
タ
ミ
ナ
食
「
豆
腐
、
油

揚
げ
、
納
豆
が
入
っ
た
味
噌
汁
」
を
毎
日
食
す

る
こ
と
で
、
身
体
の
回
復
力
に
大
き
な
効
果
が

あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
是
非
試
し
て
ま
す
ま
す

き
れ
い
に
な
っ
て
下
さ
い
と
笑
顔
で
講
演
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、研
修
会
と
し
て
、バ
ス
で
、

野
口
英
世
記
念
館
に
向
か
い
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
視
察
終
了
後
は
、
宿
泊
先
で
あ
る
「
会
津
東

山
温
泉
く
つ
ろ
ぎ
宿
新
滝
」
に
向
か
い
、
夜
は

夕
食
を
取
り
な
が
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、被
災
地
視
察
と
し
て
、い
わ
き

震
災
伝
承
み
ら
い
館
に
行
き
ま
し
た
。た
ま
た

ま
来
館
し
た
語
り
部
の
方
か
ら
地
震
、
津
波
、

原
発
事
故
と
未
曾
有
の
複
合
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
悲
惨
な
震
災
体
験
を
聞
き
、当
時
の
映
像

の
説
明
を
受
け
胸
が
痛
み
ま
し
た
。　

　
震
災
か
ら
十
年
以
上
た
っ
て
も
復
興
が
進

ん
で
い
な
い
中
、福
島
が
受
け
た
傷
や
こ
れ
ま

で
の
復
興
に
か
け
る
思
い
に
触
れ
、貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
の
開
催

日
　
時
：
令
和
四
年
十
一
月
十
五
日（
火
）

　
　
　
　
十
八
時
半
開
演（
十
八
時
開
場
）

場
　
所
：
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
て
ぃ
る
る
１
階
ホ
ー
ル

　那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
定
例
会

日
　
時
：
令
和
四
年
十
二
月
二
十
日（
火
）

　
　
　
　
十
二
時
〜
十
二
時
半

場
　
所
：
沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

　
　
　
　
八
汐
荘
四
階

10 月定例会 大宜見会長挨拶

大宜見会長から渕辺顧問に特別功労者表彰を授与しました

懇親会風景（磐梯熱海温泉華の湯）

沖縄県連で一同に他県に挨拶大会会場で記念撮影（ビックパレットふくしま）

沖商女性会の宮城会長表彰風景

記念講演会講師：小泉名誉教授

野口英世の生家前で記念撮影

沖縄県連での懇親会風景

語り部による震災体験の説明

第
五
十
四
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会（
福
島
大
会
）報
告

令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）〜
九
日（
日
）に
第
五
十
四
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会（
福
島
大
会
）に
参
加
し
ま
し
た
。
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那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

十
月
定
例
会
を
開
催

令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）十
二
時
よ
り
沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

八
汐
荘
に
て
那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
十
月
定
例
会
を
開
催
し
、23
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
1

2
2

345

報
告
事
項

十
一
月
・
十
二
月
の
予
定

12

34

「
ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
」
チ
ケ
ッ

ト
販
売
状
況
に
つ
い
て

販
売
数
１
４
４
枚

28
万
８
千
円
の
入
金
あ
り
。

　
顧
問
・
理
事
・
会
員
に
チ
ケ
ッ
ト
を

郵
送
済
。確
認
と
チ
ケ
ッ
ト
販
売
へ
の

協
力
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

　
物
産
展
の
出
店
申
込
み
状
況
に
つ
い

て
、
上
原
初
枝
副
会
長
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、募
集
店
舗
数
８
店
舗
に
対
し
、

５
店
舗
の
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。引
き

続
き
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
募
集
を
致

し
ま
す
。

　
物
産
展
で
は
、
会
員
事
業
所
の
チ
ラ

シ
や
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な
ど
を
お
く
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置
を
す
る
こ
と
を
、
理

事
会
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る
和
食
の
基
本

マ
ナ
ー
講
座（
仮
）の
開
催
に
つ
い
て

日
　
時
：
令
和
五
年
一
月
〜
二
月

　
　
　
　
時
間
・
日
付
調
整
中

場
　
所
：
市
内
ホ
テ
ル（
調
整
中
）

参
加
費
：
二
千
円（
差
額
女
性
会
負
担
）

内
　
容
：
会
席
料
理
を
食
し
な
が
ら
、
和

　
　
　
　
食
の
基
本
的
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
。

講
　
師
：
上
間
弘
子
氏（
理
事
）

　
　
　
　（
有
）い
ろ
は
会
代
表

※

今
回
の
理
事
会
で
開
催
に
つ
い
て
承
認

　
頂
き
ま
し
た
。

第
五
十
四
回
全
国
女
性
会
連
合
会
総
会

（
福
島
大
会
）の
視
察
研
修
に
つ
い
て

開
催
日
：
令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）〜

　
　
　
　
九
日（
日
）

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
上
原
玲
子
副
会
長

よ
り
、参
加
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

会
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て

デ
ー
タ
を
確
認
の
上
、
早
め
に
返
送
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

※

63
名
中
18
名
提
出
済

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業（
県
連
）に
つ
い
て

日
　
時
：
令
和
五
年
一
月
後
半

時
　
間
：
十
四
時
〜
十
六
時

場
　
所
：
調
整
中

参
加
費
：
無
料

講
　
師
：
玉
城
絵
美
氏

　
　
　
　（
経
営
者
・
博
士
・
琉
大
教
授
）

テ
ー
マ
：
女
性
経
営
者
が
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
　
と
そ
の
取
り
組
み（
仮
）

※

決
定
次
第
、会
員
へ
ご
案
内
致
し
ま
す
。

会
員
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

た
き
も
の
や
薫
る
風
　
西
田
様

那
覇
商
工
会
議
所
会
報
誌
に
お
け
る
会
員

Ｐ
Ｒ
掲
示
板
の
募
集
に
つ
い
て

無
料
掲
載
を
説
明
し
ま
し
た
。

担
　
当
：
企
画
業
務
部

九
月
新
会
員
紹
介

会
員
名
：
柯
彬（
カ
ヒ
ン
）様

　
日
本
亜
健
康
研
究
所（
株
）代
表

十
月
理
事
会
に
お
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
以
上
、
理
事
会
で
の
決
定
事
項
に
つ
い
て

報
告
を
致
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、市
内
ホ
テ
ル
五
開
場
で
同
時
開

催
す
る
懇
親
会
が
あ
り
、羽
田
空
港
か
ら
バ
ス

移
動
を
経
て
、参
加
し
ま
し
た
。

　
趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興
を
楽
し
み
な
が
ら

福
島
の
地
元
料
理
等
を
満
喫
し
、他
県
の
会
議

所
と
懇
親
を
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、会
場
で
あ
る
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
に
向
か
い
、本
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。全
国
の
４
３
５
女
性
会
か
ら
１
４
７
２
名

が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、特
別
功
労
者
と
し
て
渕
辺
美

紀
顧
問
、組
織
強
化（
会
員
増
強
）と
し
て
沖
縄

商
工
会
議
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
後
に
は
、記
念
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。講
師
は
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
小

泉
武
夫
氏
に
よ
る
「
発
酵
食
品
は
女
性
を
美
し

く
す
る
」
テ
ー
マ
で
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
泉
氏
が
、
お
薦
め
す
る
最
も
効
果
的
な
発

酵
食
品
を
含
ん
だ
料
理
と
し
て
、
中
仙
道
の
宿

屋
で
提
供
し
て
い
た
ス
タ
ミ
ナ
食
「
豆
腐
、
油

揚
げ
、
納
豆
が
入
っ
た
味
噌
汁
」
を
毎
日
食
す

る
こ
と
で
、
身
体
の
回
復
力
に
大
き
な
効
果
が

あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
是
非
試
し
て
ま
す
ま
す

き
れ
い
に
な
っ
て
下
さ
い
と
笑
顔
で
講
演
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、研
修
会
と
し
て
、バ
ス
で
、

野
口
英
世
記
念
館
に
向
か
い
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　
視
察
終
了
後
は
、
宿
泊
先
で
あ
る
「
会
津
東

山
温
泉
く
つ
ろ
ぎ
宿
新
滝
」
に
向
か
い
、
夜
は

夕
食
を
取
り
な
が
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、被
災
地
視
察
と
し
て
、い
わ
き

震
災
伝
承
み
ら
い
館
に
行
き
ま
し
た
。た
ま
た

ま
来
館
し
た
語
り
部
の
方
か
ら
地
震
、
津
波
、

原
発
事
故
と
未
曾
有
の
複
合
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
悲
惨
な
震
災
体
験
を
聞
き
、当
時
の
映
像

の
説
明
を
受
け
胸
が
痛
み
ま
し
た
。　

　
震
災
か
ら
十
年
以
上
た
っ
て
も
復
興
が
進

ん
で
い
な
い
中
、福
島
が
受
け
た
傷
や
こ
れ
ま

で
の
復
興
に
か
け
る
思
い
に
触
れ
、貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
の
開
催

日
　
時
：
令
和
四
年
十
一
月
十
五
日（
火
）

　
　
　
　
十
八
時
半
開
演（
十
八
時
開
場
）

場
　
所
：
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
て
ぃ
る
る
１
階
ホ
ー
ル

　那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
定
例
会

日
　
時
：
令
和
四
年
十
二
月
二
十
日（
火
）

　
　
　
　
十
二
時
〜
十
二
時
半

場
　
所
：
沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

　
　
　
　
八
汐
荘
四
階

10 月定例会 大宜見会長挨拶

大宜見会長から渕辺顧問に特別功労者表彰を授与しました

懇親会風景（磐梯熱海温泉華の湯）

沖縄県連で一同に他県に挨拶大会会場で記念撮影（ビックパレットふくしま）

沖商女性会の宮城会長表彰風景

記念講演会講師：小泉名誉教授

野口英世の生家前で記念撮影

沖縄県連での懇親会風景

語り部による震災体験の説明

第
五
十
四
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会（
福
島
大
会
）報
告

令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）〜
九
日（
日
）に
第
五
十
四
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会（
福
島
大
会
）に
参
加
し
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度
10
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

10
月
18
日（
火
）那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル
に
て   

ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会   

に
よ
る
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
の
部
は
日
田
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で

終
了
し
事
業
の
部
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
に
よ
る
10
月
定
例

会
事
業
の
部
の
テ
ー
マ
は
『
自
分
と
相
手
を

知
り
よ
り
絆
を
強
め
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

研
修
』
。

　
ま
ず
は
『
株
式
会
社Triple 

Value

』
の

代
表
取
締
役
、
山
本 

龍
太 

氏
（
以
下
、
山

本
氏
）
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
講
話
で
始
ま
り
ま

し
た
。
山
本
氏
は
「
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ー
ク
す

る
世
の
中
」
を
目
指
し
、
M
B
A
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
研
修
講
師
、
企
業
の
社
外
取

締
役
等
を
し
て
い
ま
す
。

　
山
本
氏
は
講
話
の
中
で
チ
ー
ム
と
グ
ル
ー

プ(

集
団)

の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
定
義

を
紹
介
し
、
「
こ
れ
ら
が
相
互
作
用
し
て
い

な
い
の
は
た
だ
の
集
団
で
あ
る
」
と
、
述
べ

ま
し
た
。

【
Ⅰ
】相
手
に
意
思
を
伝
達
で
き
る
人
々
が
お

　
　り(

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン)

、

【
Ⅱ
】そ
れ
ら
の
人
々
は
行
為
を
貢
献
し
よ
う

　
　と
意
欲
を
も
っ
て(

協
働
意
欲)

、

【
Ⅲ
】共
通
目
的
の
達
成
を
目
指
す
と
き
に
成

　
　立
す
る(

共
通
の
目
的)

。

　
そ
し
て「
チ
ー
ム
が
未
来
の
姿
に
向
か
っ

て
ブ
レ
ず
に
成
長
し
て
い
く
上
で
必
要
な
こ

と
は
、ビ
ジ
ョ
ン(

理
念)

、ミ
ッ
シ
ョ
ン(

戦

略)

、バ
リ
ュ
ー(

意
思
決
定・実
行)

を
明
確
に

共
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、三
つ
を
共
有
す
る

こ
と
で
メ
ン
バ
ー
の
結
集
を
促
し
、従
来
の

枠
を
超
え
た
挑
戦
を
試
み
る
事
が
出
来
る
」

と
、述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
バ

リ
ュ
ー(

意
思
決
定・実
行)

の
部
分
で
あ
り
、

バ
リ
ュ
ー
の
最
も
基
礎
と
な
る
の
は
働
く

人
々
の
様
々
な
価
値
観
で
あ
る
こ
と
に
着
目

し
、山
本
氏
の
会
社
が
作
成
し
た『
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
』を
使
用
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
』
は
、
ま

ず
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
に
参
加
者
へ
カ
ー
ド
を

７
枚
ず
つ
配
布
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー

ド
に
は
一
人
一
人
が
仕
事
を
し
て
い
く
上
で

大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
新
し
い
カ
ー
ド
を
引
い
て
は

「
こ
の
価
値
観
は
自
分
が
仕
事
に
求
め
て
い

る
も
の
か
ら
は
遠
い
」
と
判
断
し
て
不
要
な

カ
ー
ド
を
捨
て
て
い
き
ま
す
。
最
後
ま
で
参

加
者
の
手
に
残
っ
た
７
枚
が
「
参
加
者
が
仕

事
で
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
」
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。

　
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
価
値
観
は

『
信
頼
』、『
多
様
性
』、『
安
定
』、『
躍
動
的
な

(

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な)

人
生
』な
ど
多
様

な
記
載
が
さ
れ
て
お
り
、参
加
者
は
手
持
ち

の
カ
ー
ド
を
捨
て
て
は
周
囲
か
ら「
そ
れ
は

必
要
で
は
な
い
か
」と
言
わ
れ
、捨
て
た
参
加

者
も「
必
要
だ
け
ど
ど
う
し
て
も
選
ぶ
と
言

う
の
な
ら…

」と
説
明
し
な
が
ら
、ワ
イ
ワ
イ

楽
し
そ
う
に
談
笑
を
し
な
が
ら
研
修
に
参
加

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
残
っ
た
カ
ー
ド

を
共
有
し
、
説
明
を
し
て
い
く
事
で
「
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
」

を
認
め
合
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
最
後
に
謝
辞
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
初

め
て
プ
レ
ー
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
カ
ー
ド
で
改

め
て
自
身
の
気
づ
か
な
か
っ
た
価
値
観
に
も

気
づ
け
た
。
是
非
会
社
に
持
ち
帰
っ
て
社
員

と
も
プ
レ
ー
し
て
自
社
の
発
展
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
実
際
『
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
』
は

那
覇
Y
E
G
の
参
加
者
か
ら
好
評
で
、
現
場

で
購
入
し
て
い
く
会
員
が
多
数
お
り
ま
し

た
。

　
ゲ
ー
ム
感
覚
で
参
加
で
き
て
新
し
い
自
身

を
知
り
、
共
有
す
る
力
を
向
上
に
繋
げ
る
事

が
で
き
た
研
修
事
業
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
定
例
の
部
は
ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
河

野 

航
の
司
会
進
行
の
下
、
高
久 

光
治
副
会

長
の
開
会
宣
言
、
Y
E
G
宣
言
で
ス
タ
ー
ト

し
、
商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌
「
伸
び
行
く

大
地
」
の
斉
唱
、
仲
本 
達
樹
君
に
よ
る
綱
領

朗
読
、
指
針
唱
和
と
続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は

「
去
っ
た
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
80
回

臨
時
総
会
で
は
次
年
度
会
長
を
決
め
る
と
い

う
大
き
な
議
題
が
あ
っ
た
。
皆
様
の
全
会
一

致
を
得
て
本
年
度
専
務
理
事
で
あ
る
當
間 

基

樹
君
が
令
和
５
年
度
会
長
予
定
者
と
し
て
選

任
さ
れ
た
。
そ
の
他
５
人
の
理
事
も
選
任
さ

れ
た
。
い
よ
い
よ
次
年
度
の
準
備
が
ス
タ
ー

ト
で
き
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

る
。
12
月
に
も
理
事
を
決
め
る
臨
時
総
会
が

あ
る
の
で
声
が
か
か
っ
た
ら
二
つ
返
事
で
受

け
て
ほ
し
い
」
と
、
今
後
の
委
員
会
の
動
き

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
７
、

８
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部 

第
42
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

宮
古
島
大

会
の
参
加
に
つ
い
て
「
２
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル

開
催
さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
は
九

州
、
全
国
か
ら
多
く
の
仲
間
が
宮
古
島
に
駆

け
つ
け
て
大
成
功
に
終
え
る
事
が
出
来
た
。

我
々
那
覇
Y
E
G
は
８
年
後
に
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
を
担
当
す
る
単
会
と
し
て
、
今
回
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー
と
こ
れ
か
ら
先
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く

事
で
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
た
」
と
、
振

り
返
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
報
告
事
項
、
新
入
会
員
認
証

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
入
会
員

と
し
て
認
証
さ
れ
た
の
は
『
合
同
会
社m

ds 
group

』
の
屋
比
久 
大
成
君
と
『
株
式
会
社

丸
宮
商
会
』
の
宮
城 

吉
貴
君
の
２
名
で
す
。

”

”
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し
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の
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と
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う
な)

人
生
』な
ど
多
様

な
記
載
が
さ
れ
て
お
り
、参
加
者
は
手
持
ち

の
カ
ー
ド
を
捨
て
て
は
周
囲
か
ら「
そ
れ
は

必
要
で
は
な
い
か
」と
言
わ
れ
、捨
て
た
参
加

者
も「
必
要
だ
け
ど
ど
う
し
て
も
選
ぶ
と
言

う
の
な
ら…

」と
説
明
し
な
が
ら
、ワ
イ
ワ
イ

楽
し
そ
う
に
談
笑
を
し
な
が
ら
研
修
に
参
加

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
残
っ
た
カ
ー
ド

を
共
有
し
、
説
明
を
し
て
い
く
事
で
「
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
」

を
認
め
合
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
最
後
に
謝
辞
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
初

め
て
プ
レ
ー
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
カ
ー
ド
で
改

め
て
自
身
の
気
づ
か
な
か
っ
た
価
値
観
に
も

気
づ
け
た
。
是
非
会
社
に
持
ち
帰
っ
て
社
員

と
も
プ
レ
ー
し
て
自
社
の
発
展
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
実
際
『
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
』
は

那
覇
Y
E
G
の
参
加
者
か
ら
好
評
で
、
現
場

で
購
入
し
て
い
く
会
員
が
多
数
お
り
ま
し

た
。

　
ゲ
ー
ム
感
覚
で
参
加
で
き
て
新
し
い
自
身

を
知
り
、
共
有
す
る
力
を
向
上
に
繋
げ
る
事

が
で
き
た
研
修
事
業
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
定
例
の
部
は
ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
河

野 

航
の
司
会
進
行
の
下
、
高
久 

光
治
副
会

長
の
開
会
宣
言
、
Y
E
G
宣
言
で
ス
タ
ー
ト

し
、
商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌
「
伸
び
行
く

大
地
」
の
斉
唱
、
仲
本 

達
樹
君
に
よ
る
綱
領

朗
読
、
指
針
唱
和
と
続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は

「
去
っ
た
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
80
回

臨
時
総
会
で
は
次
年
度
会
長
を
決
め
る
と
い

う
大
き
な
議
題
が
あ
っ
た
。
皆
様
の
全
会
一

致
を
得
て
本
年
度
専
務
理
事
で
あ
る
當
間 

基

樹
君
が
令
和
５
年
度
会
長
予
定
者
と
し
て
選

任
さ
れ
た
。
そ
の
他
５
人
の
理
事
も
選
任
さ

れ
た
。
い
よ
い
よ
次
年
度
の
準
備
が
ス
タ
ー

ト
で
き
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

る
。
12
月
に
も
理
事
を
決
め
る
臨
時
総
会
が

あ
る
の
で
声
が
か
か
っ
た
ら
二
つ
返
事
で
受

け
て
ほ
し
い
」
と
、
今
後
の
委
員
会
の
動
き

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
７
、

８
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部 

第
42
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

宮
古
島
大

会
の
参
加
に
つ
い
て
「
２
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル

開
催
さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
は
九

州
、
全
国
か
ら
多
く
の
仲
間
が
宮
古
島
に
駆

け
つ
け
て
大
成
功
に
終
え
る
事
が
出
来
た
。

我
々
那
覇
Y
E
G
は
８
年
後
に
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
を
担
当
す
る
単
会
と
し
て
、
今
回
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー
と
こ
れ
か
ら
先
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く

事
で
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
た
」
と
、
振

り
返
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
報
告
事
項
、
新
入
会
員
認
証

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
入
会
員

と
し
て
認
証
さ
れ
た
の
は
『
合
同
会
社m

ds 
group

』
の
屋
比
久 

大
成
君
と
『
株
式
会
社

丸
宮
商
会
』
の
宮
城 

吉
貴
君
の
２
名
で
す
。

”

”
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瀬長島ウミカジテラスでにて korean×Okinawa 韓国料理
屋 My Boo です。沖縄の有名食材を使って王道の韓国料理
を提供しております。

肉の業者さんに誘われて入会しました！！

入会した時には堅いイメージがありましたが様々な集まりな
どあり経営者や会社の役職ある方などが会員なので勉強に
なる事がたくさんありとても価値がある会だと感じています。

ウミカジテラスにはオーシャンビューの
テラスがあるので韓国料理を食べなが
らお酒を飲める最高のロケーションな
ので是非一度遊びに来てください！！

ポジティブに日々楽しく過ごす！！
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最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などが
あれば教えてください。

オーナー  高 太樹

【営業時間】 11：00～21：00
【定休日】 無し
TEL：098-996-2473

　
〒901-0233　豊見城市瀬長174-6ウミカジテラス19番

INFORMATION
My Boo

会員  島袋 太至

【営業時間】 10：00～20：00
【定休日】 元旦のみ
TEL：098-867-7815

　
INFORMATION
TETE=HOMME Okinawa

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

2012 年に那覇市牧志の路面店にて開業しましたメンズアパレル &
オーダースーツ専門店、テットオム沖縄の島袋と申します。現在店
舗はデパートリウボウのメンズフロアへと移転しており日々お客様対
応に従事しております。家業が仕立て屋だった事もありオーダースー
ツを本業に店舗運営をしており、昨今のトレンドに合わせた洗える
スーツやセットアップ、私服兼用の素材の物まで幅広く仕立て承って
おります。YEG会員も皆様は一律¥5000引きを行なっております！

元の同級生であり現那覇 YEG 副会長の高久光治氏に誘われて入会
しました。

思った以上に顔見知りが多く非常に馴染みやすいと感じました。組
織の運営方法、対人マナーや人脈作り等いつも勉強させて貰ってい
ます。

当店のオーダースーツは表地種類 3000 種類以上と豊富です。その
中から最高の 1着をお客様に提供するのが私達の仕事です。スーツ
は購入するまでで無く、購入した後が重要です。お客様に寄り添う
対応を常に心がけております。パーティースーツ等他では珍しい生
地やデザインを幅広く置いており差別化を図っております。詳しくは
下部記載の SNSQR コードを見て頂ければと思います。当店発祥で
あるお揃いスーツ (matching suit) は成人式だけで無く飲食店や
企業さま向けも増えております。ご用命の際は是非ご利用下さい。

案ずるより産むが易し。

Gmail : sul12240@gmail.com

〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地1-1-1 デパートリウボウ5階
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インボイス制度対策セミナー

日　時 内　容

主　催

場　所

定　員
参加費

2022年12月8日（木）
14：00 ～16：30
浦添市産業振興センター結の街
（浦添市勢理客4丁目13-1　3階　大研修室）

100名 
無料

上間 功講師／ 【上間功税理士事務所】

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　又吉 TEL：098-868-3759

受講者募集中！

自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に

●免税事業者の対応・課税事業者の対応
●インボイス発行事業者への登録手続
●成インボイス導入に向けた具体的な対応
●消費税の納付、インボイス導入の際の注意点と経営力
   強化等

申込方法 別添セミナーチラシのQRコードから
お申込みをお願いします

2024年1月完全義務化　電子帳簿保存法セミナー
日　時

内　容

申込方法

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月13日（火）【2部制（同一内容）】
①13：30～14：30
②15：00～16：00
沖縄産業支援センター 102
（那覇市字小禄1831-1）

各回50名

無料

小橋川 真史講師／ 【沖縄国税事務所課税総括課】

那覇商工会議所

別添セミナーチラシのQRコードまたは
電話にてお申込みをお願いします

お問合せ 那覇商工会議所　松本 TEL：098-868-3759

受講者募集中！

2024年1月から全ての事業者が義務化対象になる「電子取引
のデータ保存」を中心に、改正電子帳簿保存法の概要や取組
みについてわかりやすくご説明します。電子帳簿保存法の制度
や準備しなければならないポイントを知りたい方、是非ご参加
ください！ 

インターネットマーケティングの活用

日　時

申込方法

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月16日（金）
10：00 ～17：00 ( 昼休憩1ｈ含む)
沖縄青年会館２階 梯梧の間
（那覇市久米2-15-23）

20名（定員になり次第締め切らせていただきます）

会員：無料 / 非会員：3,300円

安谷屋 盛広講師／ 【安谷屋経営コンサルティングオフィス代表】

那覇商工会議所

QRコードを読み込み、セミナーチラシ下の参加
申込書に記入しFAXにてお申し込みください

申込締め切り １2月9日（金）

お問合せ 那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

受講者募集中！

経営コンサルタントとして、経営者の方針に沿った経営支援、戦略策
定支援、情報化支援を実施中。また事業引継ぎ（M&A）の支援者と
して活躍する傍ら、中小企業診断士、大学講師（沖縄国際大学）とし
ても活躍中。法政大学経営大学院終了（MBA）。

インターネットマーケティングの概要を理解し、
インターネット、ソーシャルメディア等を効果的
に活用することで、顧客獲得のための施策を検
討できる知識を習得しませんか？

令和５年１０月１日からインボイス制度が導入
される予定です！！

内　容

・マーケティング活動として位置づけ
・インターネットビジネスの流れ、仕組みについて　
・インターネットビジネスの特徴・成功事例＆失敗事例

●インターネットマーケティング

・顧客のデータベースについて・お客様情報の収集、分析、活用　
・RFM分析とFSPについて・個人情報保護とセキュリティ

●顧客とのリレーションシップ

・アンケートの調査方法について・アンケート調査方法【演習あり】　
・インターネット広告について

●インターネット調査と活用
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インボイス制度対策セミナー

日　時 内　容

主　催

場　所

定　員
参加費

2022年12月8日（木）
14：00 ～16：30
浦添市産業振興センター結の街
（浦添市勢理客4丁目13-1　3階　大研修室）

100名 
無料

上間 功講師／ 【上間功税理士事務所】

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　又吉 TEL：098-868-3759

受講者募集中！

自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に

●免税事業者の対応・課税事業者の対応
●インボイス発行事業者への登録手続
●成インボイス導入に向けた具体的な対応
●消費税の納付、インボイス導入の際の注意点と経営力
   強化等

申込方法 別添セミナーチラシのQRコードから
お申込みをお願いします

2024年1月完全義務化　電子帳簿保存法セミナー
日　時

内　容

申込方法

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月13日（火）【2部制（同一内容）】
①13：30～14：30
②15：00～16：00
沖縄産業支援センター 102
（那覇市字小禄1831-1）

各回50名

無料

小橋川 真史講師／ 【沖縄国税事務所課税総括課】

那覇商工会議所

別添セミナーチラシのQRコードまたは
電話にてお申込みをお願いします

お問合せ 那覇商工会議所　松本 TEL：098-868-3759

受講者募集中！

2024年1月から全ての事業者が義務化対象になる「電子取引
のデータ保存」を中心に、改正電子帳簿保存法の概要や取組
みについてわかりやすくご説明します。電子帳簿保存法の制度
や準備しなければならないポイントを知りたい方、是非ご参加
ください！ 

インターネットマーケティングの活用

日　時

申込方法

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月16日（金）
10：00 ～17：00 ( 昼休憩1ｈ含む)
沖縄青年会館２階 梯梧の間
（那覇市久米2-15-23）

20名（定員になり次第締め切らせていただきます）

会員：無料 / 非会員：3,300円

安谷屋 盛広講師／ 【安谷屋経営コンサルティングオフィス代表】

那覇商工会議所

QRコードを読み込み、セミナーチラシ下の参加
申込書に記入しFAXにてお申し込みください

申込締め切り １2月9日（金）

お問合せ 那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

受講者募集中！

経営コンサルタントとして、経営者の方針に沿った経営支援、戦略策
定支援、情報化支援を実施中。また事業引継ぎ（M&A）の支援者と
して活躍する傍ら、中小企業診断士、大学講師（沖縄国際大学）とし
ても活躍中。法政大学経営大学院終了（MBA）。

インターネットマーケティングの概要を理解し、
インターネット、ソーシャルメディア等を効果的
に活用することで、顧客獲得のための施策を検
討できる知識を習得しませんか？

令和５年１０月１日からインボイス制度が導入
される予定です！！

内　容

・マーケティング活動として位置づけ
・インターネットビジネスの流れ、仕組みについて　
・インターネットビジネスの特徴・成功事例＆失敗事例

●インターネットマーケティング

・顧客のデータベースについて・お客様情報の収集、分析、活用　
・RFM分析とFSPについて・個人情報保護とセキュリティ

●顧客とのリレーションシップ

・アンケートの調査方法について・アンケート調査方法【演習あり】　
・インターネット広告について

●インターネット調査と活用



最
近
話
題
の「
電
帳
法
」「
経
理
D
X
」っ
て
な
に
？

　
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
（
以
下
、
電
帳

法
）
が
2
0
2
2
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、

と
い
う
３
つ
の
制
度
か
ら
な
り
ま
す
。

①
②
は
任
意
で
す
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
事
前
承
認
が
不
要
に
な
る
な
ど
取
り
組

み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、③
は
義
務
で
あ
り
、
２
年
間
の

猶
予
期
間
が
終
了
す
る
24
年
１
月
か
ら
は

要
件
に
基
づ
く
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
前
の
23
年
10
月
か

ら
は
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
義
務
化
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
の
交
付
と
保
存
は
電
磁
的
記
録
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
電
帳
法
と
消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

経
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
＝
経
理
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
生
産
性
向

上
の
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
特
に
、③

電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
へ
の

対
応
が
大
き
な
課
題
で
す
。「
制
度
対
応
」

と
「
経
理
D
X
」
を
両
立
し
て
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、「
電
帳
法
を
き
っ

か
け
に
経
理
D
X
を
実
現
」
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
D
X
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
業
務
そ

の
も
の
や
企
業
の
変
革
を
起
こ
す
こ
と
で

す
。
経
理
に
お
い
て
は
、
電
子
化
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
現
な
ど
の
「
経

理
の
変
革
」
を
起
こ
す
こ
と
が
経
理
D
X

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
経
理
D
X
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
債

権
管
理
」「
債
務
管
理
」「
財
務
会
計
」
の

３
つ
の
業
務
に
分
類
し
て
考
え
ま
す
。

　
自
社
で
主
導
的
に
取
り
組
め
る
の
が

「
債
権
管
理
」
で
す
。
前
述
の
と
お
り
交

付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
保
存
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
電
磁
的
記
録
も
認
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
請
求
書
を
紙
か
ら
電

子
デ
ー
タ
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
保
存
ス

ペ
ー
ス
の
削
減
に
加
え
、
印
刷
、
押
印
、

封
入
、
郵
送
な
ど
の
請
求
業
務
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
ま
す
。

　「
債
務
管
理
」
で
は
、「
業
者
へ
支
払
う

請
求
書
対
応
」
と
「
従
業
員
の
立
替
経
費

精
算
の
領
収
書
対
応
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。

紙
の
請
求
書
は
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
子
化

し
、
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
は
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
経
理
に
回
し
ま
す
。
そ
の
電
子
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
支
払
い
の
管
理
や
振
り
込

み
デ
ー
タ
の
自
動
作
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
の
立
替
経
費
精
算
は
経
費

精
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
比
較
的
容
易
に
電
子
化
が
実
現
し
ま

す
。

　「
財
務
会
計
」
で
は
、
経
理
に
回
っ
て

き
た
電
子
デ
ー
タ
か
ら
、
自
動
で
仕
訳
起

票
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
仕
訳
帳
や
総
勘
定
元
帳
は
電
子
デ
ー

タ
の
ま
ま
保
存
す
れ
ば
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

が
実
現
し
ま
す
。
ま
さ
に
電
帳
法
を
き
っ

か
け
と
し
た
経
理
D
X
の
実
現
で
す
。

❶
帳
簿
や
決
算
書
類
な
ど
を
電
子
デ
ー 

　タ
で
保
存
す
る
「
電
子
帳
簿
等
保
存

　制
度
」

❷
請
求
書
や
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
ス

　キ
ャ
ン
し
て
一
定
の
要
件
の
も
と
保

　存
後
、
紙
は
廃
棄
で
き
る
「
ス
キ
ャ

　ナ
保
存
制
度
」

❸
請
求
書
な
ど
の
書
類
を
P
D
F
な
ど

　の
電
子
デ
ー
タ
で
受
領
し
た
場
合
、

　一
定
の
要
件
の
も
と
デ
ー
タ
保
存
す

　る
「
電
子
取
引
に
係
る
デ
ー
タ
保
存

　制
度
」

アクタス税理士法人代表・
税理士。経営改善や事業承
継などのコンサルを中心にセ
ミナー講師としても活躍。

加藤 幸人（かとう・ゆきと）

知らなかったじゃ済まされない！？知らなかったじゃ済まされない！？
電帳法と経理DX（第1回）

ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
会
は
、マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
進
化
人
類
学
研
究
所
所
長

で
、O
I
S
T
の
教
授（
ア
ジ
ャ
ン
ク
ト
）も
務
め
る
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
が
、

「
絶
滅
し
た
ヒ
ト
科
の
ゲ
ノ
ム
と
人
類
の
進
化
に
関
す
る
発
見
」に
よ
り
大
き
な
貢

献
を
し
た
と
し
て
、2
0
2
2
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
を
授
与
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

O
I
S
T
の
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

　
ペ
ー
ボ
教
授
は
人
類
の
進
化
と
ゲ
ノ

ム
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
画
期
的
な
研

究
に
お
い
て
高
い
成
果
を
上
げ
、古
遺
伝

学
と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
の
確
立
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　
ペ
ー
ボ
教
授
は
、人
類
の
祖
先
で
あ
る

ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス
と
共
存
し
て
い
た
絶

滅
種
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
D
N
A

配
列
の
解
読
に
初
め
て
成
功
し
、後
に
全

ゲ
ノ
ム
の
解
読
に
成
功
し
ま
し
た
。 

ま

た
、2
0
0
8
年
に
シ
ベ
リ
ア
の
洞
窟
で

発
見
さ
れ
た
古
代
人
の
指
の
骨
の

D
N
A
か
ら
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
絶
滅
し
た
ヒ
ト
科
の
一
種「
デ
ニ

ソ
ワ
人
」を
特
定
し
、人
類
の
歴
史
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、7
万
年
前
に
絶
滅

し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
デ
ニ
ソ

ワ
人
の
祖
先
が
交
配
し
、現
在
の
人
類
集

団
の
一
部
に
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と

デ
ニ
ソ
ワ
人
の
遺
伝
子
が
見
い
だ
さ
れ

る
と
い
う
画
期
的
な
発
見
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
生
人
類
へ
の
遺
伝
的
な

影
響
は
、例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
よ
う
な
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
に

影
響
を
与
え
る
な
ど
、今
日
で
も
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
O
I
S
T
に
お
い
て
は
、ペ
ー
ボ
教
授

は
ヒ
ト
進
化
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト
を

率
い
、ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
用
い
て
現
代
人

と
古
代
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ

ニ
ソ
ワ
人
を
比
較
す
る
こ
と
に
研
究
の

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。現
代
人
と
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人
の
ゲ

ノ
ム
デ
ー
タ
を
比
較
し
、遺
伝
子
の
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、現
生
人
類

だ
け
に
存
在
す
る
遺
伝
子
の
機
能
を

探
っ
て
い
ま
す
。最
終
的
に
は
、現
生
人

類
を
現
生
人
類
た
ら
し
め
て
い
る
も
の

は
何
か
と
い
う
、人
類
に
と
っ
て
最
も
根

本
的
な
疑
問
の
一
つ
に
答
え
よ
う
と
す

る
研
究
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
を
含
む
沖
縄

県
商
工
会
議
所
連
合
会（
会
長
：
石

嶺
伝
一
郎
）は
県
民
気
運
の
醸
成

及
び
関
係
機
関
へ
の
要
請
、ま
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演
会
な
ど
設
置

を
促
進
す
る
た
め
の
広
報
・
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

発
展
促
進
県
民
会
議
」に
参
画
し

て
い
ま
す
。

　
県
民
会
議
で
は
全
て
の
県
民
に

対
し
、O
I
S
T
が
沖
縄
振
興
に

果
た
す
潜
在
力
や
科
学
技
術
へ
の

理
解
促
進
、O
I
S
T
を
活
用
し

た
次
世
代
の
科
学
技
術
人
材
の
育

成
に
つ
な
が
る
活
動
を
主
に
実
施

し
、経
済
団
体
、教
育
界
及
び
産
業

界
等
、県
内
各
界
各
層
の
幅
広
い

賛
同
を
得
て
、現
在
の
会
員
数
は
、

1
1
2
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祝 

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞 
受
賞 

O
I
S
T
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
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最
近
話
題
の「
電
帳
法
」「
経
理
D
X
」っ
て
な
に
？

　
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
（
以
下
、
電
帳

法
）
が
2
0
2
2
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、

と
い
う
３
つ
の
制
度
か
ら
な
り
ま
す
。

①
②
は
任
意
で
す
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
事
前
承
認
が
不
要
に
な
る
な
ど
取
り
組

み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、③
は
義
務
で
あ
り
、
２
年
間
の

猶
予
期
間
が
終
了
す
る
24
年
１
月
か
ら
は

要
件
に
基
づ
く
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
前
の
23
年
10
月
か

ら
は
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
義
務
化
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
の
交
付
と
保
存
は
電
磁
的
記
録
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
電
帳
法
と
消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

経
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
＝
経
理
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
生
産
性
向

上
の
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
特
に
、③

電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
へ
の

対
応
が
大
き
な
課
題
で
す
。「
制
度
対
応
」

と
「
経
理
D
X
」
を
両
立
し
て
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、「
電
帳
法
を
き
っ

か
け
に
経
理
D
X
を
実
現
」
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
D
X
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
業
務
そ

の
も
の
や
企
業
の
変
革
を
起
こ
す
こ
と
で

す
。
経
理
に
お
い
て
は
、
電
子
化
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
現
な
ど
の
「
経

理
の
変
革
」
を
起
こ
す
こ
と
が
経
理
D
X

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
経
理
D
X
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
債

権
管
理
」「
債
務
管
理
」「
財
務
会
計
」
の

３
つ
の
業
務
に
分
類
し
て
考
え
ま
す
。

　
自
社
で
主
導
的
に
取
り
組
め
る
の
が

「
債
権
管
理
」
で
す
。
前
述
の
と
お
り
交

付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
保
存
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
電
磁
的
記
録
も
認
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
請
求
書
を
紙
か
ら
電

子
デ
ー
タ
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
保
存
ス

ペ
ー
ス
の
削
減
に
加
え
、
印
刷
、
押
印
、

封
入
、
郵
送
な
ど
の
請
求
業
務
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
ま
す
。

　「
債
務
管
理
」
で
は
、「
業
者
へ
支
払
う

請
求
書
対
応
」
と
「
従
業
員
の
立
替
経
費

精
算
の
領
収
書
対
応
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。

紙
の
請
求
書
は
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
子
化

し
、
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
は
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
経
理
に
回
し
ま
す
。
そ
の
電
子
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
支
払
い
の
管
理
や
振
り
込

み
デ
ー
タ
の
自
動
作
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
の
立
替
経
費
精
算
は
経
費

精
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
比
較
的
容
易
に
電
子
化
が
実
現
し
ま

す
。

　「
財
務
会
計
」
で
は
、
経
理
に
回
っ
て

き
た
電
子
デ
ー
タ
か
ら
、
自
動
で
仕
訳
起

票
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
仕
訳
帳
や
総
勘
定
元
帳
は
電
子
デ
ー

タ
の
ま
ま
保
存
す
れ
ば
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

が
実
現
し
ま
す
。
ま
さ
に
電
帳
法
を
き
っ

か
け
と
し
た
経
理
D
X
の
実
現
で
す
。

❶
帳
簿
や
決
算
書
類
な
ど
を
電
子
デ
ー 

　タ
で
保
存
す
る
「
電
子
帳
簿
等
保
存

　制
度
」

❷
請
求
書
や
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
ス

　キ
ャ
ン
し
て
一
定
の
要
件
の
も
と
保

　存
後
、
紙
は
廃
棄
で
き
る
「
ス
キ
ャ

　ナ
保
存
制
度
」

❸
請
求
書
な
ど
の
書
類
を
P
D
F
な
ど

　の
電
子
デ
ー
タ
で
受
領
し
た
場
合
、

　一
定
の
要
件
の
も
と
デ
ー
タ
保
存
す

　る
「
電
子
取
引
に
係
る
デ
ー
タ
保
存

　制
度
」

アクタス税理士法人代表・
税理士。経営改善や事業承
継などのコンサルを中心にセ
ミナー講師としても活躍。

加藤 幸人（かとう・ゆきと）

知らなかったじゃ済まされない！？知らなかったじゃ済まされない！？
電帳法と経理DX（第1回）

ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
会
は
、マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
進
化
人
類
学
研
究
所
所
長

で
、O
I
S
T
の
教
授（
ア
ジ
ャ
ン
ク
ト
）も
務
め
る
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
が
、

「
絶
滅
し
た
ヒ
ト
科
の
ゲ
ノ
ム
と
人
類
の
進
化
に
関
す
る
発
見
」に
よ
り
大
き
な
貢

献
を
し
た
と
し
て
、2
0
2
2
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
を
授
与
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

O
I
S
T
の
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

　
ペ
ー
ボ
教
授
は
人
類
の
進
化
と
ゲ
ノ

ム
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
画
期
的
な
研

究
に
お
い
て
高
い
成
果
を
上
げ
、古
遺
伝

学
と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
の
確
立
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　
ペ
ー
ボ
教
授
は
、人
類
の
祖
先
で
あ
る

ホ
モ・サ
ピ
エ
ン
ス
と
共
存
し
て
い
た
絶

滅
種
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
D
N
A

配
列
の
解
読
に
初
め
て
成
功
し
、後
に
全

ゲ
ノ
ム
の
解
読
に
成
功
し
ま
し
た
。 

ま

た
、2
0
0
8
年
に
シ
ベ
リ
ア
の
洞
窟
で

発
見
さ
れ
た
古
代
人
の
指
の
骨
の

D
N
A
か
ら
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
絶
滅
し
た
ヒ
ト
科
の
一
種「
デ
ニ

ソ
ワ
人
」を
特
定
し
、人
類
の
歴
史
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、7
万
年
前
に
絶
滅

し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
デ
ニ
ソ

ワ
人
の
祖
先
が
交
配
し
、現
在
の
人
類
集

団
の
一
部
に
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と

デ
ニ
ソ
ワ
人
の
遺
伝
子
が
見
い
だ
さ
れ

る
と
い
う
画
期
的
な
発
見
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
生
人
類
へ
の
遺
伝
的
な

影
響
は
、例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
よ
う
な
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
に

影
響
を
与
え
る
な
ど
、今
日
で
も
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
O
I
S
T
に
お
い
て
は
、ペ
ー
ボ
教
授

は
ヒ
ト
進
化
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト
を

率
い
、ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
用
い
て
現
代
人

と
古
代
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ

ニ
ソ
ワ
人
を
比
較
す
る
こ
と
に
研
究
の

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。現
代
人
と
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人
の
ゲ

ノ
ム
デ
ー
タ
を
比
較
し
、遺
伝
子
の
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、現
生
人
類

だ
け
に
存
在
す
る
遺
伝
子
の
機
能
を

探
っ
て
い
ま
す
。最
終
的
に
は
、現
生
人

類
を
現
生
人
類
た
ら
し
め
て
い
る
も
の

は
何
か
と
い
う
、人
類
に
と
っ
て
最
も
根

本
的
な
疑
問
の
一
つ
に
答
え
よ
う
と
す

る
研
究
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
を
含
む
沖
縄

県
商
工
会
議
所
連
合
会（
会
長
：
石

嶺
伝
一
郎
）は
県
民
気
運
の
醸
成

及
び
関
係
機
関
へ
の
要
請
、ま
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演
会
な
ど
設
置

を
促
進
す
る
た
め
の
広
報
・
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

発
展
促
進
県
民
会
議
」に
参
画
し

て
い
ま
す
。

　
県
民
会
議
で
は
全
て
の
県
民
に

対
し
、O
I
S
T
が
沖
縄
振
興
に

果
た
す
潜
在
力
や
科
学
技
術
へ
の

理
解
促
進
、O
I
S
T
を
活
用
し

た
次
世
代
の
科
学
技
術
人
材
の
育

成
に
つ
な
が
る
活
動
を
主
に
実
施

し
、経
済
団
体
、教
育
界
及
び
産
業

界
等
、県
内
各
界
各
層
の
幅
広
い

賛
同
を
得
て
、現
在
の
会
員
数
は
、

1
1
2
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祝 

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞 

受
賞 

O
I
S
T
ス
バ
ン
テ・ペ
ー
ボ
教
授
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通信

平良孝七《71.9石垣島》（名護博物館蔵）

平良孝七《琉球政府閉庁式　1972年5月13日》（名護博物館蔵）

　沖
縄
県
立
博
物
館・美
術
館
で
は
、美
術
館

企
画
展
と
し
て「
復
帰
50
年 

平
良
孝
七
展
」を

開
催
し
ま
す
。平
良
孝
七
は
、沖
縄
県
大
宜
味

村
喜
如
嘉
生
ま
れ
の
写
真
家
で
す
。

1
9
3
9
年
に
生
ま
れ
た
平
良
は
、6
歳
の

頃
に
沖
縄
戦
を
体
験
し
ま
す
。1
9
5
9
年
、

辺
土
名
高
校
を
卒
業
後
、写
真
館
な
ど
で
仕

事
を
し
な
が
ら
写
真
を
学
び
、1
9
7
0
年
、

琉
球
政
府
の
広
報
課
に
勤
務
し
ま
す
。同
年

に『
写
真
集 

沖
縄 《
百
万
県
民
の
苦
悩
と
抵

抗
》』（
沖
縄
革
新
共
闘
会
議
編
）を
発
表
。収

録
さ
れ
た
写
真
の
ほ
と
ん
ど
を
平
良
孝
七
が

撮
影
し
て
お
り
、「
復
帰
」を
前
に
し
て
様
々

な
問
題
が
噴
出
し
た
当
時
の
沖
縄
の「
い
ま
」

を
と
ら
え
て
い
ま
す
。そ
の
頃
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
真
っ
只
中
で
、戦
場
に
向
け
て
フ
ル

稼
働
す
る
基
地
の
様
子
も
ま
た
色
濃
く
伝
え

て
い
ま
す
が
、基
地
と
は
無
縁
で
い
ら
れ
な

い
生
活
者
の
姿
も
ま
た
平
良
は
撮
っ
て
お

り
、人
々
の
苦
悩
の
姿
も
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　1
9
7
6
年
に
は
、『
平
良
孝
七
写
真
集 

パ
イ
ヌ
カ
ジ
〈
記
録
1
9
7
0
年
〜

1
9
7
5
年
〉』を
自
費
出
版
し
、第
2
回
木

村
伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞
し
ま
す
。平
良
は

沖
縄
島
を
離
れ
、宮
古・八
重
山
な
ど
島
々
を

巡
り
、写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。島
々

の
生
活
の「
実
情
」を
写
し
た
写
真
は
、降
り

注
ぐ
光
の
ま
ぶ
し
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
ほ

ど
、明
暗
を
意
識
し
た
作
風
と
な
っ
て
い
ま

す
。写
真
集『
パ
イ
ヌ
カ
ジ
』の
冒
頭
に
は
、平

良
自
身
が
つ
く
っ
た
詩
が
載
っ
て
い
る
の
で

す
が
、平
良
は
10
代
の
頃
に
文
学
に
傾
倒
し
、

高
校
時
代
に
は
辺
土
名
高
校
の
文
芸
部
の
機

関
誌
に
も
詩
や
小
説
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。喜
如
嘉
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
少

年
期
を
過
ご
し
た
彼
は
、自
然
と
の
交
遊
を

謳
う
詩
を
残
し
、そ
れ
が
の
ち
の
作
品
に
も

展
開
し
て
い
き
ま
す
。詩
と
写
真
と
い
う
構

成
を
前
提
と
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、彼
独

自
の
写
真
表
現
と
も
言
い
得
る
で
し
ょ
う
。

　1
9
8
2
年
に
刊
行
さ
れ
た『
平
良
孝
七

写
真
集

　1
9
6
1
年

－

1
9
8
1
年 

沖

縄
カ
ン
カ
ラ
三
線
』で
は
、卓
越
し
た
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
と
と
も
に
、「
戦
後
沖
縄
」を
生

き
た
沖
縄
の
著
名
人
を
撮
っ
た
ポ
ー
ト
レ
イ

ト
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
の
作
風
は
、の
ち
に
ひ
め
ゆ
り
を
は
じ

め
と
す
る「
女
子
学
徒
隊
」の
シ
リ
ー
ズ
へ
と

展
開
し
て
い
き
ま
す
。彼
は
、沖
縄
に
生
き
る

生
活
者
と
し
て
、自
分
事
と
し
て「
戦
後
沖

縄
」と
い
う
時
代
の「
記
録
」に
努
め
た
写
真

家
で
し
た
。

　平
良
は
沖
縄
で
写
真
を
撮
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
続
け
ま
し
た
。米
軍
に
よ
る
支
配
を
経

験
し
、「
復
帰
」期
に
青
年
期
を
迎
え
た
平
良

美術館企画展「復帰50年 平良孝七展」

は
、様
々
な
相
貌
を
持
っ
た
こ
の
激
動
の
時

代
を
、彼
独
自
の
感
覚
で
触
れ
続
け
ま
し
た
。

1
9
9
4
年
、様
々
な
構
想
を
抱
え
た
ま
ま
、

平
良
は
55
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。残
さ

れ
た
写
真
は
生
前
に
名
護
市
に
寄
贈
さ
れ
て

お
り
、今
回
の
展
覧
会
は
、所
蔵
館
で
あ
る
名

護
博
物
館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。沖
縄
の
日
本
へ
の

「
復
帰
」を
見
つ
め
、激
動
の
時
代
に
あ
り
な

が
ら
沖
縄
の「
実
情
」を
ま
な
ざ
そ
う
と
す
る

平
良
孝
七
の
写
真
は
、い
ま
な
お
強
度
を

持
っ
て
観
る
者
に
問
い
か
け
ま
す
。本
展
は
、

平
良
孝
七
の
写
真
家
と
し
て
の
足
跡
を
た
ど

り
、そ
の
生
涯
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
学
芸
員 

亀
海 

史
明
）

会期：2022年11月3日（木）～2023年1月15日（日）

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

慶
良
間
諸
島

渡
嘉
敷
島
　あ
の
時

　
首
里
城
か
ら
西
の
海
を
遠
望
す
る
と
慶
良
間
諸
島
が
水
平

線
に
浮
か
ん
で
見
え
る
。寒
川
や
繁
多
川
の
丘
陵
か
ら
夕
焼
け

の
渡
嘉
敷
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
見
え
る
。主
に
慶
良
間
諸
島
は

渡
嘉
敷
島
、座
間
味
、慶
留
間
、阿
嘉
島
の
４
つ
か
ら
な
る
。

　
き
ら
ま
ー
み
ー
ゆ
し
が
、ま
ち
げ
ー
み
ー
ら
ん（
慶
良
間
は

見
え
る
け
ど
、ま
つ
毛
は
見
え
な
い
）。少
年
期
の
頃
に
慶
良
間

島
を
見
な
が
ら
覚
え
た
沖
縄
の
黄
金
言
葉
の
ひ
と
つ
だ
が
、概

略
の
意
味
は「
灯
台
下
暗
し
」に
近
い
。そ
の
遠
望
し
て
き
た
島

は
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
観
光
島
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。ケ
ラ
マ
ブ

ル
ー
の
美
し
い
海
原
が
夏
の
終
わ
り
の
光
を
浴
び
て
い
る
。

「
琉
球
の
、沖
縄
の
、島
々
に
点
在
す
る
消
え
そ
う
な
、あ
る
い

は
消
え
た
風
景
の
時
と
場
所
を
切
り
取
り
現
前
化
さ
せ
る
こ

と
で
色
め
き
立
ち
、前
後
左
右
へ
と
動
き
出
す
。個
か
ら
個
へ

と
幻
想
が
転
移
し
て
、そ
こ
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。描
か

れ
た
水
彩
画
の
言
葉
で
も
な
く
、言
葉
の
水
彩
画
で
も
な
く
。

お
き
忘
れ
た
風
景
に
ひ
そ
む
人
や
事
物
の
影
は
追
憶
で
も
懐

か
し
さ
だ
け
で
も
な
く…

」と
書
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
沖
縄
戦
で
、慶
良
間
諸
島
の
渡
嘉
敷
島
で
起
き
た「
集
団
自

決
」に
関
す
る
書
を
読
ん
だ
。『
沖
縄
ノ
ー
ト
』大
江
健
三
郎
著
、

『
あ
る
神
話
の
背
景
』曽
野
綾
子
著
、【
沖
縄
キ
リ
ス
ト
者
の
絶

望
か
ら
の
精
神
史
】金
城
重
明
著
、『
記
憶
の
中
の
戦
争
』こ
み

ね
こ
う
き
ち
著
。そ
の
中
で
金
城
重
明
氏
、こ
み
ね
こ
う
き
ち

氏
は「
集
団
自
決
」が
起
き
た
際
の
玉
砕
場
か
ら
の
生
き
残
り

で
あ
り
、当
時
を
阿
鼻
地
獄
の
光
景
に
例
え
て
い
る
。後
に
掲

著
を
発
刊
。書
を
読
む
に
つ
れ
、美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

島
々
の「
場
の
時
刻
の
時
間
」の
記
憶
が
沖
縄
戦
の
悲
惨
な
惨

状
の
場
に
な
っ
た
。１
９
４
５
年
３
月
、渡
嘉
敷
島
に
日
本
軍
、

赤
松
大
尉
を
隊
長
と
す
る
陸
軍
の
海
上
挺
進
隊
の
第
三
戦
隊

が
駐
屯
し
た
。隊
員
１
３
０
名
に
朝
鮮
軍
夫
も
数
百
名
、慰
安

婦
、そ
の
他
に
も
。23
日
に
空
襲
が
あ
り
、25
日
の
未
明
、慶
良

間
海
峡
に
米
軍
の
潜
水
艦
や
艦
隊
が
侵
入
し
た
。島
民
は
艦
砲

射
撃
に
慄
い
た
。島
の
駐
在
巡
査
は「
ウ
ン
ダ
チ
山
に
集
ま
れ

と
伝
令
し
て
回
っ
た
。さ
ら
に
そ
こ
か
ら
今
度
は
西
山
へ
行
け

と
な
っ
た
」（
こ
み
ね
こ
う
き
ち
著
）

　
第
三
戦
隊
は
２
３
４
．２
高
地
へ
と
移
動
し
て
い
る
。村
民

が
移
動
さ
せ
ら
れ
た
近
い
位
置
に
あ
り
、「
軍
隊
の
布
陣
地
の

近
く
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
、住
民
を
最
も
危
険
な
場
所
に
曝

す
こ
と
で
あ
り
、死
の
道
連
れ
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、そ
の
疑

問
が
永
久
に
拭
い
去
れ
な
い
」と
金
城
重
明
著
者
は
述
べ
て
い

る
。防
衛
隊
員
か
ら
住
民
に
渡
さ
れ
た
手
榴
弾
は
、一
個
は
自

決
用
、一
個
は
敵
陣
に
投
げ
込
む
為
の
物
。わ
ず
か
数
日
間
で

の
急
変
の
出
来
事
は
、こ
の
世
と
は
思
え
ず
、死
を
起
こ
す
の

み
と
な
る
。玉
砕
場
と
な
っ
た
の
は
恩
納
河
原
の
付
近
の
沢
の

辺
り
。「
突
然
、ド
カ
ー
ン
と
爆
発
音
、家
族
ら
し
い
４
、５
人
が

倒
れ
て
い
る
。尾
根
は
た
ち
ま
ち
騒
然
、大
混
乱
と
な
り
大
人

も
子
供
も
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
、玉
砕
だ
ぁ
！
殺
し
て
く
れ
！

早
く
、早
く
！
絶
叫
の
な
か
、次
々
と
爆
発
音
。死
体
や
血
に
ま

み
れ
た
人
た
ち
の
う
め
き
声
。親
族
の
手
榴
弾
は
、木
に
打
ち

つ
け
て
も
爆
発
せ
ず
、村
の
幹
部
は
軍
の
陣
地
に
機
関
銃
を
借

り
に
行
く
が
却
下
さ
れ
る
。鍬
、鎌
、こ
ん
棒
で
身
内
を
殺
し
合

う
地
獄
絵
図
と
な
る
」（
こ
み
ね 

こ
う
き
ち
著
）。

　
渡
嘉
敷
島
で
は
３
１
５
人（
３
３
０
人
説
あ
り
）、座
間
味
島

で
は
１
７
７
人
、慶
留
間
島
で
は
53
人
が
残
虐
な
死
を
遂
げ
た
。

　
つ
い
先
日
、渡
嘉
敷
島
の「
集
団
自
決
」の
生
き
残
り
の
一
人

に
会
っ
た
。そ
の
当
時
７
歳
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、あ
の
夢
の

よ
う
な
残
虐
な
光
景
の
渦
中
に
い
た
と
い
う
。前
述
の
２
人
の

著
者
と
重
な
り
、渡
嘉
敷
島
に
お
け
る
戦
争
の
実
相
と
悲
惨
な

体
験
を
生
で
聞
い
た
。

　
集
団
自
決
の
深
層
に
は「
皇
国
、同
化・差
別
か
ら
の
脱
却
、

口
減
ら
し
」の
３
つ
が
根
底
に
あ
る
と
言
っ
た
。そ
の
言
葉
の

奥
に
言
葉
を
失
う
。
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通信

平良孝七《71.9石垣島》（名護博物館蔵）

平良孝七《琉球政府閉庁式　1972年5月13日》（名護博物館蔵）

　沖
縄
県
立
博
物
館・美
術
館
で
は
、美
術
館

企
画
展
と
し
て「
復
帰
50
年 

平
良
孝
七
展
」を

開
催
し
ま
す
。平
良
孝
七
は
、沖
縄
県
大
宜
味

村
喜
如
嘉
生
ま
れ
の
写
真
家
で
す
。

1
9
3
9
年
に
生
ま
れ
た
平
良
は
、6
歳
の

頃
に
沖
縄
戦
を
体
験
し
ま
す
。1
9
5
9
年
、

辺
土
名
高
校
を
卒
業
後
、写
真
館
な
ど
で
仕

事
を
し
な
が
ら
写
真
を
学
び
、1
9
7
0
年
、

琉
球
政
府
の
広
報
課
に
勤
務
し
ま
す
。同
年

に『
写
真
集 

沖
縄 《
百
万
県
民
の
苦
悩
と
抵

抗
》』（
沖
縄
革
新
共
闘
会
議
編
）を
発
表
。収

録
さ
れ
た
写
真
の
ほ
と
ん
ど
を
平
良
孝
七
が

撮
影
し
て
お
り
、「
復
帰
」を
前
に
し
て
様
々

な
問
題
が
噴
出
し
た
当
時
の
沖
縄
の「
い
ま
」

を
と
ら
え
て
い
ま
す
。そ
の
頃
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
真
っ
只
中
で
、戦
場
に
向
け
て
フ
ル

稼
働
す
る
基
地
の
様
子
も
ま
た
色
濃
く
伝
え

て
い
ま
す
が
、基
地
と
は
無
縁
で
い
ら
れ
な

い
生
活
者
の
姿
も
ま
た
平
良
は
撮
っ
て
お

り
、人
々
の
苦
悩
の
姿
も
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　1
9
7
6
年
に
は
、『
平
良
孝
七
写
真
集 

パ
イ
ヌ
カ
ジ
〈
記
録
1
9
7
0
年
〜

1
9
7
5
年
〉』を
自
費
出
版
し
、第
2
回
木

村
伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞
し
ま
す
。平
良
は

沖
縄
島
を
離
れ
、宮
古・八
重
山
な
ど
島
々
を

巡
り
、写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。島
々

の
生
活
の「
実
情
」を
写
し
た
写
真
は
、降
り

注
ぐ
光
の
ま
ぶ
し
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
ほ

ど
、明
暗
を
意
識
し
た
作
風
と
な
っ
て
い
ま

す
。写
真
集『
パ
イ
ヌ
カ
ジ
』の
冒
頭
に
は
、平

良
自
身
が
つ
く
っ
た
詩
が
載
っ
て
い
る
の
で

す
が
、平
良
は
10
代
の
頃
に
文
学
に
傾
倒
し
、

高
校
時
代
に
は
辺
土
名
高
校
の
文
芸
部
の
機

関
誌
に
も
詩
や
小
説
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。喜
如
嘉
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
少

年
期
を
過
ご
し
た
彼
は
、自
然
と
の
交
遊
を

謳
う
詩
を
残
し
、そ
れ
が
の
ち
の
作
品
に
も

展
開
し
て
い
き
ま
す
。詩
と
写
真
と
い
う
構

成
を
前
提
と
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、彼
独

自
の
写
真
表
現
と
も
言
い
得
る
で
し
ょ
う
。

　1
9
8
2
年
に
刊
行
さ
れ
た『
平
良
孝
七

写
真
集

　1
9
6
1
年

－

1
9
8
1
年 

沖

縄
カ
ン
カ
ラ
三
線
』で
は
、卓
越
し
た
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
と
と
も
に
、「
戦
後
沖
縄
」を
生

き
た
沖
縄
の
著
名
人
を
撮
っ
た
ポ
ー
ト
レ
イ

ト
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
の
作
風
は
、の
ち
に
ひ
め
ゆ
り
を
は
じ

め
と
す
る「
女
子
学
徒
隊
」の
シ
リ
ー
ズ
へ
と

展
開
し
て
い
き
ま
す
。彼
は
、沖
縄
に
生
き
る

生
活
者
と
し
て
、自
分
事
と
し
て「
戦
後
沖

縄
」と
い
う
時
代
の「
記
録
」に
努
め
た
写
真

家
で
し
た
。

　平
良
は
沖
縄
で
写
真
を
撮
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
続
け
ま
し
た
。米
軍
に
よ
る
支
配
を
経

験
し
、「
復
帰
」期
に
青
年
期
を
迎
え
た
平
良

美術館企画展「復帰50年 平良孝七展」

は
、様
々
な
相
貌
を
持
っ
た
こ
の
激
動
の
時

代
を
、彼
独
自
の
感
覚
で
触
れ
続
け
ま
し
た
。

1
9
9
4
年
、様
々
な
構
想
を
抱
え
た
ま
ま
、

平
良
は
55
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。残
さ

れ
た
写
真
は
生
前
に
名
護
市
に
寄
贈
さ
れ
て

お
り
、今
回
の
展
覧
会
は
、所
蔵
館
で
あ
る
名

護
博
物
館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。沖
縄
の
日
本
へ
の

「
復
帰
」を
見
つ
め
、激
動
の
時
代
に
あ
り
な

が
ら
沖
縄
の「
実
情
」を
ま
な
ざ
そ
う
と
す
る

平
良
孝
七
の
写
真
は
、い
ま
な
お
強
度
を

持
っ
て
観
る
者
に
問
い
か
け
ま
す
。本
展
は
、

平
良
孝
七
の
写
真
家
と
し
て
の
足
跡
を
た
ど

り
、そ
の
生
涯
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
学
芸
員 

亀
海 

史
明
）

会期：2022年11月3日（木）～2023年1月15日（日）

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

慶
良
間
諸
島

渡
嘉
敷
島
　あ
の
時

　
首
里
城
か
ら
西
の
海
を
遠
望
す
る
と
慶
良
間
諸
島
が
水
平

線
に
浮
か
ん
で
見
え
る
。寒
川
や
繁
多
川
の
丘
陵
か
ら
夕
焼
け

の
渡
嘉
敷
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
見
え
る
。主
に
慶
良
間
諸
島
は

渡
嘉
敷
島
、座
間
味
、慶
留
間
、阿
嘉
島
の
４
つ
か
ら
な
る
。

　
き
ら
ま
ー
み
ー
ゆ
し
が
、ま
ち
げ
ー
み
ー
ら
ん（
慶
良
間
は

見
え
る
け
ど
、ま
つ
毛
は
見
え
な
い
）。少
年
期
の
頃
に
慶
良
間

島
を
見
な
が
ら
覚
え
た
沖
縄
の
黄
金
言
葉
の
ひ
と
つ
だ
が
、概

略
の
意
味
は「
灯
台
下
暗
し
」に
近
い
。そ
の
遠
望
し
て
き
た
島

は
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
観
光
島
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。ケ
ラ
マ
ブ

ル
ー
の
美
し
い
海
原
が
夏
の
終
わ
り
の
光
を
浴
び
て
い
る
。

「
琉
球
の
、沖
縄
の
、島
々
に
点
在
す
る
消
え
そ
う
な
、あ
る
い

は
消
え
た
風
景
の
時
と
場
所
を
切
り
取
り
現
前
化
さ
せ
る
こ

と
で
色
め
き
立
ち
、前
後
左
右
へ
と
動
き
出
す
。個
か
ら
個
へ

と
幻
想
が
転
移
し
て
、そ
こ
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。描
か

れ
た
水
彩
画
の
言
葉
で
も
な
く
、言
葉
の
水
彩
画
で
も
な
く
。

お
き
忘
れ
た
風
景
に
ひ
そ
む
人
や
事
物
の
影
は
追
憶
で
も
懐

か
し
さ
だ
け
で
も
な
く…

」と
書
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
沖
縄
戦
で
、慶
良
間
諸
島
の
渡
嘉
敷
島
で
起
き
た「
集
団
自

決
」に
関
す
る
書
を
読
ん
だ
。『
沖
縄
ノ
ー
ト
』大
江
健
三
郎
著
、

『
あ
る
神
話
の
背
景
』曽
野
綾
子
著
、【
沖
縄
キ
リ
ス
ト
者
の
絶

望
か
ら
の
精
神
史
】金
城
重
明
著
、『
記
憶
の
中
の
戦
争
』こ
み

ね
こ
う
き
ち
著
。そ
の
中
で
金
城
重
明
氏
、こ
み
ね
こ
う
き
ち

氏
は「
集
団
自
決
」が
起
き
た
際
の
玉
砕
場
か
ら
の
生
き
残
り

で
あ
り
、当
時
を
阿
鼻
地
獄
の
光
景
に
例
え
て
い
る
。後
に
掲

著
を
発
刊
。書
を
読
む
に
つ
れ
、美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

島
々
の「
場
の
時
刻
の
時
間
」の
記
憶
が
沖
縄
戦
の
悲
惨
な
惨

状
の
場
に
な
っ
た
。１
９
４
５
年
３
月
、渡
嘉
敷
島
に
日
本
軍
、

赤
松
大
尉
を
隊
長
と
す
る
陸
軍
の
海
上
挺
進
隊
の
第
三
戦
隊

が
駐
屯
し
た
。隊
員
１
３
０
名
に
朝
鮮
軍
夫
も
数
百
名
、慰
安

婦
、そ
の
他
に
も
。23
日
に
空
襲
が
あ
り
、25
日
の
未
明
、慶
良

間
海
峡
に
米
軍
の
潜
水
艦
や
艦
隊
が
侵
入
し
た
。島
民
は
艦
砲

射
撃
に
慄
い
た
。島
の
駐
在
巡
査
は「
ウ
ン
ダ
チ
山
に
集
ま
れ

と
伝
令
し
て
回
っ
た
。さ
ら
に
そ
こ
か
ら
今
度
は
西
山
へ
行
け

と
な
っ
た
」（
こ
み
ね
こ
う
き
ち
著
）

　
第
三
戦
隊
は
２
３
４
．２
高
地
へ
と
移
動
し
て
い
る
。村
民

が
移
動
さ
せ
ら
れ
た
近
い
位
置
に
あ
り
、「
軍
隊
の
布
陣
地
の

近
く
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
、住
民
を
最
も
危
険
な
場
所
に
曝

す
こ
と
で
あ
り
、死
の
道
連
れ
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、そ
の
疑

問
が
永
久
に
拭
い
去
れ
な
い
」と
金
城
重
明
著
者
は
述
べ
て
い

る
。防
衛
隊
員
か
ら
住
民
に
渡
さ
れ
た
手
榴
弾
は
、一
個
は
自

決
用
、一
個
は
敵
陣
に
投
げ
込
む
為
の
物
。わ
ず
か
数
日
間
で

の
急
変
の
出
来
事
は
、こ
の
世
と
は
思
え
ず
、死
を
起
こ
す
の

み
と
な
る
。玉
砕
場
と
な
っ
た
の
は
恩
納
河
原
の
付
近
の
沢
の

辺
り
。「
突
然
、ド
カ
ー
ン
と
爆
発
音
、家
族
ら
し
い
４
、５
人
が

倒
れ
て
い
る
。尾
根
は
た
ち
ま
ち
騒
然
、大
混
乱
と
な
り
大
人

も
子
供
も
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
、玉
砕
だ
ぁ
！
殺
し
て
く
れ
！

早
く
、早
く
！
絶
叫
の
な
か
、次
々
と
爆
発
音
。死
体
や
血
に
ま

み
れ
た
人
た
ち
の
う
め
き
声
。親
族
の
手
榴
弾
は
、木
に
打
ち

つ
け
て
も
爆
発
せ
ず
、村
の
幹
部
は
軍
の
陣
地
に
機
関
銃
を
借

り
に
行
く
が
却
下
さ
れ
る
。鍬
、鎌
、こ
ん
棒
で
身
内
を
殺
し
合

う
地
獄
絵
図
と
な
る
」（
こ
み
ね 

こ
う
き
ち
著
）。

　
渡
嘉
敷
島
で
は
３
１
５
人（
３
３
０
人
説
あ
り
）、座
間
味
島

で
は
１
７
７
人
、慶
留
間
島
で
は
53
人
が
残
虐
な
死
を
遂
げ
た
。

　
つ
い
先
日
、渡
嘉
敷
島
の「
集
団
自
決
」の
生
き
残
り
の
一
人

に
会
っ
た
。そ
の
当
時
７
歳
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、あ
の
夢
の

よ
う
な
残
虐
な
光
景
の
渦
中
に
い
た
と
い
う
。前
述
の
２
人
の

著
者
と
重
な
り
、渡
嘉
敷
島
に
お
け
る
戦
争
の
実
相
と
悲
惨
な

体
験
を
生
で
聞
い
た
。

　
集
団
自
決
の
深
層
に
は「
皇
国
、同
化・差
別
か
ら
の
脱
却
、

口
減
ら
し
」の
３
つ
が
根
底
に
あ
る
と
言
っ
た
。そ
の
言
葉
の

奥
に
言
葉
を
失
う
。
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TEL
098-970-6890

FAX
098-866-9834

E-mail
kuninaka@nahacci.or.jp

那覇商工会議所　企画業務部　國仲お問い合わせ先

那覇商工会議所会報誌那覇商工会議所会報誌

NAHA Chamber of Commerce & Industry.
NAHA   CCI

NEWS
1月号令和5年

年賀企業広告募集のご案内

■広告規格①②③について、申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。

　謹啓、時下益 ご々清祥の事とお慶び申し上げます。
　平素より当会議所活動にご理解と、ご協力賜り衷心より感謝申し上げます。
　当所では，新たな年を迎えるにあたり、会員企業皆様の健勝とご発展を祈念
して、年賀企業広告を募集致します。
　「NAHA CCI NEWS」は当会議所の会員企業（約4,650社）を始め、国や
県、市などの関係機関並びに全国の商工会議所等へ配布し、企業の役職員等
多くの方々にご愛読頂いております。
　どうぞ、貴社のＰＲ、新商品の紹介などにご利用下さい。　
　尚、お申し込みは裏面申込書に必要事項を記入の上、郵送・ＦＡＸ又・メール
にてお申し込み下さい。

敬 具

※申込締切日：令和4年11月30日（水）※申込締切日：令和4年11月30日（水）

（税込価格）

表紙内側（全面）

裏表紙内側（全面）

11万円

9,9万円

広告規格（A4判） 広告料

誌面内（全面）

誌面内（　　面）

誌面内（　　面）

7,7万円

5,5万円

3,3万円

円

円

円

円

円

55,000
49,500
38,500
27,500
16,500

１

2

3

4

5

6

1 2

1 4

裏表紙（全面） 12.1万円 円60,500

https://nahacci.com
那覇商工会議所

11・12月スケジュール 10月事務局日誌
9月1日（木）

9月2日（金）

9月7日(水)

9月8日（木）

9月9日(金)

9月12日（月）

9月13日（火）

9月14日（水）

9月15日(木)

9月16日（金）

9月20日（火）

9月21日（水）

9月26日（月）

9月29日(木)

9月30日(金)

沖縄県商工会議所連合会　幹事会

インボイス制度対策セミナー

障害者の雇用促進に関する要請

沖縄県商工会議所青年部連合会　臨時総会

議員選挙委員会

サイバーセキュリティセミナー

うちなー健康企業会　
第２回定例会マル経本審査

臨時正副会頭会議
岡田直樹沖縄担当大臣との懇談会
青年部　第80回臨時総会

1号・2号議員協議会

日本商工会議所創立100周年記念式典

DXセミナー 第1回
「経営者のためのDX入門セミナー」
女性会定例会

燃料費高騰に伴う要請活動

DXセミナー　第2回
「デジタルを活用できる組織 ・ チームの作り方」

交通・運輸部会
小売部会
建設部会

卸売部会
工業部会
文化・情報部会
融資制度説明会

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会
経済団体会議
DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」
第54回全国商工会議所女性会連合会総会（福島大会）
日本商工会議所青年部 第42回九州ブロック宮古島大会
ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー
1号議員選挙
青年部定例会及び事業
正副会頭会議
業務効率化による売上・利益率アップセミナー
第226回珠算検定試験
経済団体会議　幹事会

10月3日（月）

10月5日（水）
10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月14日（金）
10月18日（火）
10月19日（水）
10月20日（木）
10月23日（日）
10月26日（水）

臨時議員総会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会及び事業
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
香港フォーラム
スイーツフェア

11月1日（火）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）
11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
～12月2日（金）

〈ラ・クンチーナ〉La cuncina
旬の果物を片手に詰め込みました！

沖縄の方言で"根気"や"スタミナ"を意味する『くんち』、
イタリア語で『料理』や『台所』を指す『Cucina』を掛
け合わせた造語です。旬の果物や野菜を食べて、くんち
をつけて欲しい！そんな思いで名づけました。国際通り
近くにある、のうれんプラザにあります。21時まで対応
しております（要相談）

果物をもっと知ってたべよう！

今月
の表
紙

☎ 098-851-7422

INFORMATION
所在地　沖縄県那覇市樋川2-3-1　のうれんプラザ107-2

スイーツフェア２０２２出店事業所フルーツとサンドのお店

営業時間：9：30～ 15:30
定休日；毎週月曜日+第 3日曜 +不定休　※SNSをご確認ください LINE アカウント インスタ

臨時議員総会
那覇空港拡張整備促進連盟 幹事会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
英語×インスタグラム発信セミナー
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
九商連商工会議所観光推進研修会

香港フォーラム
日本YEG創立40周年記念式典
スイーツフェア

経済団体会議
インボイス制度セミナー
珠算検定試験
年末調整説明会
電子帳簿保存法セミナー
若手リーダーとしてのステップアップ研修
インターネットマーケティングの活用セミナー
正副会頭会議
沖縄県活性化協議会 九州・沖縄ブロック会議
経済団体会議　幹事会

11月1日（火）
11月2日（水）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）

11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月28日（月）
～29日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
11月30日（水）
～12月2日（金）
12月7日（水）
12月8日（木）
12月11日（日）
12月12日（月）
12月13日（火）
12月14日（水）
12月16日（金）
12月21日（水）
12月22日（木）
12月28日（水）

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会

臨時正副会頭会議

経済団体会議

DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」

第54回全国商工会議所女性会連合会総会
（福島大会）
日本商工会議所青年部 
第42回九州ブロック宮古島大会

ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー

青年部定例会及び事業

正副会頭会議

業務効率化による売上・利益率アップセミナー

第226回珠算検定試験

沖縄・台湾 経済交流訪問団

議員選挙委員会

10月3日（月）

10月4日（火）

10月5日（水）

10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月18日（火）

10月19日（水）

10月20日（木）

10月23日（日）

10月25日（火）
～27日（木）

10月31日（月）
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TEL
098-970-6890

FAX
098-866-9834

E-mail
kuninaka@nahacci.or.jp

那覇商工会議所　企画業務部　國仲お問い合わせ先

那覇商工会議所会報誌那覇商工会議所会報誌

NAHA Chamber of Commerce & Industry.
NAHA   CCI

NEWS
1月号令和5年

年賀企業広告募集のご案内

■広告規格①②③について、申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。

　謹啓、時下益 ご々清祥の事とお慶び申し上げます。
　平素より当会議所活動にご理解と、ご協力賜り衷心より感謝申し上げます。
　当所では，新たな年を迎えるにあたり、会員企業皆様の健勝とご発展を祈念
して、年賀企業広告を募集致します。
　「NAHA CCI NEWS」は当会議所の会員企業（約4,650社）を始め、国や
県、市などの関係機関並びに全国の商工会議所等へ配布し、企業の役職員等
多くの方々にご愛読頂いております。
　どうぞ、貴社のＰＲ、新商品の紹介などにご利用下さい。　
　尚、お申し込みは裏面申込書に必要事項を記入の上、郵送・ＦＡＸ又・メール
にてお申し込み下さい。

敬 具

※申込締切日：令和4年11月30日（水）※申込締切日：令和4年11月30日（水）

（税込価格）

表紙内側（全面）

裏表紙内側（全面）

11万円

9,9万円

広告規格（A4判） 広告料

誌面内（全面）

誌面内（　　面）

誌面内（　　面）

7,7万円

5,5万円

3,3万円

円

円

円

円

円

55,000
49,500
38,500
27,500
16,500

１

2

3

4

5

6

1 2

1 4

裏表紙（全面） 12.1万円 円60,500

https://nahacci.com
那覇商工会議所

11・12月スケジュール 10月事務局日誌
9月1日（木）

9月2日（金）

9月7日(水)

9月8日（木）

9月9日(金)

9月12日（月）

9月13日（火）

9月14日（水）

9月15日(木)

9月16日（金）

9月20日（火）

9月21日（水）

9月26日（月）

9月29日(木)

9月30日(金)

沖縄県商工会議所連合会　幹事会

インボイス制度対策セミナー

障害者の雇用促進に関する要請

沖縄県商工会議所青年部連合会　臨時総会

議員選挙委員会

サイバーセキュリティセミナー

うちなー健康企業会　
第２回定例会マル経本審査

臨時正副会頭会議
岡田直樹沖縄担当大臣との懇談会
青年部　第80回臨時総会

1号・2号議員協議会

日本商工会議所創立100周年記念式典

DXセミナー 第1回
「経営者のためのDX入門セミナー」
女性会定例会

燃料費高騰に伴う要請活動

DXセミナー　第2回
「デジタルを活用できる組織 ・ チームの作り方」

交通・運輸部会
小売部会
建設部会

卸売部会
工業部会
文化・情報部会
融資制度説明会

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会
経済団体会議
DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」
第54回全国商工会議所女性会連合会総会（福島大会）
日本商工会議所青年部 第42回九州ブロック宮古島大会
ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー
1号議員選挙
青年部定例会及び事業
正副会頭会議
業務効率化による売上・利益率アップセミナー
第226回珠算検定試験
経済団体会議　幹事会

10月3日（月）

10月5日（水）
10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月14日（金）
10月18日（火）
10月19日（水）
10月20日（木）
10月23日（日）
10月26日（水）

臨時議員総会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会及び事業
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
香港フォーラム
スイーツフェア

11月1日（火）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）
11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
～12月2日（金）

〈ラ・クンチーナ〉La cuncina
旬の果物を片手に詰め込みました！

沖縄の方言で"根気"や"スタミナ"を意味する『くんち』、
イタリア語で『料理』や『台所』を指す『Cucina』を掛
け合わせた造語です。旬の果物や野菜を食べて、くんち
をつけて欲しい！そんな思いで名づけました。国際通り
近くにある、のうれんプラザにあります。21時まで対応
しております（要相談）

果物をもっと知ってたべよう！

今月
の表
紙

☎ 098-851-7422

INFORMATION
所在地　沖縄県那覇市樋川2-3-1　のうれんプラザ107-2

スイーツフェア２０２２出店事業所フルーツとサンドのお店

営業時間：9：30～ 15:30
定休日；毎週月曜日+第 3日曜 +不定休　※SNSをご確認ください LINE アカウント インスタ

臨時議員総会
那覇空港拡張整備促進連盟 幹事会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
英語×インスタグラム発信セミナー
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
九商連商工会議所観光推進研修会

香港フォーラム
日本YEG創立40周年記念式典
スイーツフェア

経済団体会議
インボイス制度セミナー
珠算検定試験
年末調整説明会
電子帳簿保存法セミナー
若手リーダーとしてのステップアップ研修
インターネットマーケティングの活用セミナー
正副会頭会議
沖縄県活性化協議会 九州・沖縄ブロック会議
経済団体会議　幹事会

11月1日（火）
11月2日（水）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）

11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月28日（月）
～29日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
11月30日（水）
～12月2日（金）
12月7日（水）
12月8日（木）
12月11日（日）
12月12日（月）
12月13日（火）
12月14日（水）
12月16日（金）
12月21日（水）
12月22日（木）
12月28日（水）

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会

臨時正副会頭会議

経済団体会議

DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」

第54回全国商工会議所女性会連合会総会
（福島大会）
日本商工会議所青年部 
第42回九州ブロック宮古島大会

ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー

青年部定例会及び事業

正副会頭会議

業務効率化による売上・利益率アップセミナー

第226回珠算検定試験

沖縄・台湾 経済交流訪問団

議員選挙委員会

10月3日（月）

10月4日（火）

10月5日（水）

10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月18日（火）

10月19日（水）

10月20日（木）

10月23日（日）

10月25日（火）
～27日（木）

10月31日（月）

NAHA CCI NEWS No.834 24

〒900-0015  那覇市久茂地1-7-1  
                           琉球リース総合ビル6F



NAHA Chamber of Commerce & Industry.

那覇商工会議所会報誌

11
No.834
NOVEMBER

令和4年11月15日発行
（毎月1回15日発行）

NAHA   CCI
NEWS

La cuncina
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沖縄と台湾の
経済交流促進へ

臨時議員総会を開催
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